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マツヨイグサ（昨年5月阿形町で撮影）

希望に胸ふくらませ、元気いっぱいの新1年生
市内で488人が小学校新1年生に（写真は大部小学校

＝4月10日）

くらしの掲示板
暮らしの情報
施設だより
相談窓口・うるおい交流館エクラ
学校だより（小野中）・保育所だより（下東条中央・白百合）
おの歴史散歩（小野から「大塩の乱」に参加 掘井儀三郎をしのぶ）
まちのわだい
ふれあいひろば
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08

02叙情豊かに　感性磨く
第４回「小野市詩歌文学賞」 
第２３回上田三四二記念「小野市短歌フォーラム」   

最新トピックス
「福祉総合支援センター」オープン・人事異動ほか
小野市暴力団排除条例を制定ほか 

特集

健康カレンダー

当番病院カレンダー
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最新情報はhttp://www.onokato-med.or.jp/
休日救急当番医/平日時間外内科系救急当番医

◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。

各種相談【予約制】加東健康福祉事務所

北播磨小児科救急

当番病院は、消防署（☎63-0119）で確認してください。

※当番医は変更することがありますので、新聞、消防
テレフォンサービス（☎63-7119）または、消防署
（☎63-0119）で確認してください。

※小児（１５歳以下）は、事前に医療機関に問い合わせた
うえ受診してください。

曜　　　　　　日
第　1　土曜日

第　3　土曜日

第 2・4土曜日に続く日曜日

診 療 時 間

12：00～18：00
10：30～18：00
  9：00～17：00

●HIV（エイズ）抗体検査・肝炎ウイルス検査・相談（☎0795-42-9436）5月7日（月）・21日（月）13：30～14：30　※無料・匿名で受けられます
●専門栄養相談（食事療法が必要な方の相談）　　（☎0795-42-9365）6月1日（金）13：30～15：00
●こころのケア相談    　 　　　　　　　　　　 （☎0795-42-9367）5月24日（木）13：30～

診療時間
9：00～18：00 診療時間18：00～21：00（祝日は9：00～18：00）

日 月  火  水  木  金 土Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

7 8 96543

10

26/13130292827 June

262524232221

19181716151413

20

1211109876

54325/1 May

青 山 医 院
加東市吉井
0795-46-0321

赤羽目医院
加東市北野
0795-48-5058

岡田内科医院
市場町
62-7366

柏 木 医 院
船木町
67-0199

柏 木 医 院
船木町
67-0199

小島クリニック
王子町
64-2727

坂 本 医 院
加東市上中
0795-42-6660

松 尾 内 科
黒川町
64-0880

ますむら医院
加東市上滝野
0795-48-0704

ますむら医院
加東市上滝野
0795-48-0704

土 井 病 院
復井町
66-2119

土 井 病 院
復井町
66-2119

ひまわりクリニック
神明町
62-7209

曽 野 医 院
加東市東古瀬
0795-42-6299

田 渕 医 院
加東市新町
0795-48-0160

復井診療所
復井町
66-7318

東条診療所
加東市新定
0795-46-0048

福岡クリニック
神明町
63-1600

育が丘クリニック
樫山町
62-8112

兵庫青野原病院
南青野
66-2233

兵庫青野原病院
南青野
66-2233

吉 川 医 院
加東市社
0795-42-0105

依藤診療所
本町
63-0028

緑 駿 病 院
復井町
66-2020

加東市民病院

【内科】・【外科】
加東市民病院

　　加東市家原
0795-42-5511

加東市民病院

【内科】・【外科】
加東市民病院

　　加東市家原
0795-42-5511

【内科】

【外科】
黒川町　63-1080  

船木町　67-0199
柏木医院

北野整形外科・外科

【内科】

【外科】
神明町　63-1600 

南青野　66-2233 復井町　66-2020 
兵庫青野原病院

福岡クリニック

【内科】

【外科】
中町　63-2020 

  加東市東古瀬
0795-42-6299

曽野医院

小野市民病院

【内科】

【外科】
中町 63-2020

  加東市北野
0795-48-5058

赤羽目医院

小野市民病院

【内科】

【外科】
    加東市社
0795-40-0202

緑駿病院

ふるもとクリニック

【外科】

【内科】
中町　63-2020

加東市民病院

小野市民病院

　　加東市家原
0795-42-5511

予防接種・健康診査・教室など（保健センター ☎63-3977）

※教室には、開始時刻までにお越しください。　◯各教室・健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。

7か月児教室
未来のパパママ教室

2歳児教室

5月9・16・23・30日
内　　　容 対　　　　　　　象 日　　　程 会　場 時　　間

生後3か月～90か月（7歳半）未満
平成24年  1月生まれの乳児
平成22年10月生まれの幼児
平成22年11月生まれの幼児
平成21年  3月生まれの幼児
平成21年  4月生まれの幼児

出産予定日が平成24年7・8・9月の方
平成23年10月生まれの乳児
平成22年  5月生まれの幼児

ねこの引き取り

母子健康手帳交付

13：00～14：30

受付時間13：30～14：30

10：00～11：15※
9：30～11：30※

9：30～11：00※

9：00～16：30　

4か月児健康診査
ポリオ予防接種

3歳児健康診査

1歳6か月児健康診査
健
康
診
査

教 

室

平日、窓口で行います。妊娠届出書（または妊娠連絡票）と印かんを持参
ください。妊婦健康診査助成券（上限75,000円分）をお渡しします。

月1回実施します。引き取りを希望される方は、健康課（☎63-3977）へご連絡ください。

保健センター

健康課窓口

5月 28日（月）
5月   7日（月）
6月   4日（月）
5月   8日（火）
6月 12日（火）
5月 18日（金）
5月 17日（木）
5月 22日（火）

まつい子どもクリニック
敷地町
63-7366

育が丘クリニック
樫山町
62-8112

清水内科クリニック
敷地町
62-1005

神 医院
加東市森
0795-47-0144

つぼた小児科医院
西本町
62-2752

篠 原 医 院
粟生町
65-2810

松本小児科医院
加東市社
0795-42-5105

東条診療所
加東市新定
0795-46-0048

【内科】

【外科】
中町　63-2020 

本町　63-0028 
依藤診療所

小野市民病院
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短
歌
部
門

俳
句
部
門

詩
部
門

『
胡
瓜
草
』（
第
８
歌
集
）

花
山 

多
佳
子
さ
ん

き
ゅ
う
り
ぐ
さ

『
坐
臥
流
転
』（
第
７
句
集
）

小
檜
山 

繁
子
さ
ん

ざ
ぐ
わ
る
て
ん

『
静
か
に
、
毀
れ
て
い
る
庭
』（
第
４
詩
集
）

岬 

多
可
子
さ
ん

こ
わ

【受賞理由】

「歌を介して自然の親しさと、その向こ
うのある種の不安をも鋭く描きとる」
と評価。

【受賞理由】
「平易なことばで、生命を讃美し、根
や幹に強い力をためつつ、骨の太い
一句一句を立てて来られた成果」と
評価。

【受賞理由】
「数ある詩集の中で、現代をとらえる
思索の場できわだっていた」と評価。

「
小
野
市
詩
歌
文
学
賞
」の
受
賞
作
品

好
古
館
で
も
企
画
展

　
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
に
あ
わ
せ
、
上
田
三
四

二
の
企
画
展
を
開
催
し
ま

す
。　

　
今
年
も
、
上
田
三
四
二

の
生
い
立
ち
か
ら
幅
広
い

文
学
の
業
績
を
、
写
真
や

関
係
資
料
、
自
筆
原
稿
、

著
書
な
ど
で
紹
介
し
ま

す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
優
秀
作
品
（
１
席
か
ら
５
席
）

を
作
者
自
筆
の
色
紙
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
入
館
料
　
高
校
生
以
上
２
０
０
円
／
小
・
中
学
生
１
０
０
円

　※

コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
持
参
の
場
合
無
料
（
休
館
日
　
月
曜
日
）

6
月
1
日
　
　
〜
7
月
1
日

金

日

上
田
三
四
二
の
世
界
に 

触 

れ
て
み
よ
う

第9回迢空賞を受賞した
第3歌集「湧井」

幼少期の故郷の思い出を
小説にした「深んど」

※

図
書
館
に
上
田
三
四
二
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す

（
千
葉
県
柏
市
）

（
東
京
都
北
区
）

（
千
葉
市
）

:
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第
4
回
「
小
野
市
詩
歌
文
学
賞
」

第
23
回
上
田
三
四
二
記
念
「
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

6
月
2
日
（土）
　
12
時
30
分
〜
　
　
　
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

と
き

と
こ
ろ

叙
情
豊
か
に  

感
性
磨
く

【歌人】
馬場 あき子さん

【詩人】
辻井 喬さん

【俳人】
宇多 喜代子さん

【歌人】
永田 和宏さん

歌集、句集、詩集の分野で最も素晴らしい作品を顕彰。

学生の部と一般の部の優秀作品の表彰。

馬場あき子さんと永田和宏さんが、入賞作品をスライ
ドを使い、わかりやすく解説。

エクラ大会議室で、選者や受賞者と懇親を深めません
か。（参加料　1人1,000円）

第１部   対談　

　テーマ：「心と言葉」

第２部   「小野市詩歌文学賞」授賞式

第３部   「小野市短歌フォーラム」表彰式

第４部   「小野市短歌フォーラム」入選歌の選評

懇親会

お茶・琴・尺八でお迎えする『憩
いのコーナー』もあります。
場所：大会議室・ハートフルサロン
時間：10：30～12：30

金子 兜太さん 小池 光さん

選考委員の紹介 　
当
市
出
身
の
上
田
三
四
二
（
１
９
２
３
〜
１
９
８
９
）
の
歌
人
、
作
家
、
文
芸
評

論
家
と
し
て
の
功
績
を
た
た
え
る
「
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
一
般

公
募
に
よ
る
短
歌
の
入
賞
作
品
の
選
評
、
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。　

　
ま
た
、「
小
野
市
詩
歌
文
学
賞
」
で
は
、
昨
年
中
に
刊
行
さ
れ
た
作
品
か
ら
全
国

の
歌
人
、
俳
人
、
詩
人
５
０
５
人
が
推
薦
し
た
も
の
を
、
歌
人
の
馬
場
あ
き
子
さ

ん
ら
４
人
の
選
考
委
員
が
選
考
し
た
作
品
を
顕
彰
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
２
つ
の
大
会
を
一
緒
に
開
く
こ
と
で
「
短
歌
、
詩
歌
の
ま
ち
お
の
」
を
全

国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

特集

し 

い 

か

※1 第2回小野市詩歌文学賞（俳句部門）受賞
※2 第3回小野市詩歌文学賞（短歌部門）受賞

【出演者】
金子 兜太さん※1　小池 光さん※2
永田 和宏さん（コーディネーター） （

中
島
町
）
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市
場
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６
年
　
松
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マ
ラ
ソ
ン
前
来
な
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と
思
っ
た
お
じ
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ち
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ん
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が
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こ
ぶ
し
を
に
ぎ
る
　

　
　
　
　
　
　
来
住
小
５
年
　
大
西 

り
り
か

親
友
と
あ
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れ
る
時
は
か
く
ご
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勇
気

を
だ
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て
あ
そ
び
は
じ
め
る
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
河
合
小
６
年
　
能
瀬 

赳
颯

白
い
息
長
め
の
マ
フ
ラ
ー
首
に
し
て

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
見
に
行
こ
う
よ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
市
場
小
４
年
　
藤
原 

拓
海

ぼ
く
ん
ち
に
初
め
て
犬
が
来
た
ん
だ
よ

だ
け
ど
い
つ
か
は
死
ん
で
い
く
ん
だ
　
　

　
　
　
　
　
　
下
東
条
小
６
年
　
肥
田 

海
翔

大
仏
が
立
っ
た
ら
何
を
し
た
い
か
な

か
く
れ
ん
ぼ
か
な
背
く
ら
べ
か
な
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
小
野
小
６
年
　
和
田 

海
希

冷
た
い
手
ハ
ァ
ッ
と
息
か
け
あ
た
た
め
る

白
い
息
だ
け
ま
い
上
が
る
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
小
野
小
６
年
　
伊
藤 

葉
月

高
ら
か
に
青
い
列
車
が
駆
け
て
ゆ
く
今
は

聞
こ
え
ぬ
鉄
の
と
ど
ろ
き
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
旭
丘
中
２
年
　
井
上 

直
也

こ
の
人
と
手
を
つ
な
い
だ
ら
胸
の
中

目
覚
ま
し
時
計
が
鳴
っ
て
る
よ
う
だ
　
　

　
　
　
　
　
　
旭
丘
中
２
年
　
長
谷
川 

流
唯

友
達
と
笑
い
合
っ
て
る
君
が
好
き
ど
う
か

視
線
に
気
づ
か
な
い
で
い
て
　
　

　
　
　
　
　
　
　
旭
丘
中
３
年
　
丸
山 

莉
奈

ス
カ
ー
ト
の
ひ
だ
に
ア
イ
ロ
ン
か
け
て
い
る

こ
の
制
服
も
春
に
卒
業
　
　
　

　
　
　
　
　
　
小
野
中
３
年
　
中
井 

理
佐
子

数
学
は
数
を
学
ぶ
と
書
く
け
れ
ど
僕
に

と
っ
て
は
数
が
苦
な
り
け
り
　
　

　
　
　
　
　
　
小
野
高
校
１
年
　
中
塚 

智
文

　
修
学
旅
行
で
金
閣
寺
を
見
て
い
い

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
頭

に
思
い
つ
い
た
言
葉
を
並
べ
て
い
っ

て
、
こ
の
短
歌
が
で
き
ま
し
た
。

　
仕
事
で
来
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い

た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
姿
が
見
え
て
、

嬉
し
く
て
頑
張
っ
て
走
り
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
声
援
で
一
番
い
い

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
普
段
、
短
歌
に
興
味
が
な
く
、
こ

の
短
歌
を
書
く
の
も
す
ご
く
苦
労
し

ま
し
た
。
で
も
、
友
達
を
テ
ー
マ
に

し
よ
う
と
思
い
、
友
達
っ
て
ど
ん
な

人
か
な
ぁ
と
考
え
て
、
作
り
ま
し
た
。

　
毎
年
、
家
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
、
市
役
所
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
家
族
で

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
い
る
と

き
だ
け
は
、
寒
さ
を
忘
れ
ま
す
。

　
こ
の
短
歌
を
書
い
た
理
由
は
、
初

め
て
ぼ
く
の
家
に
犬
が
き
て
う
れ
し

か
っ
た
け
ど
、
い
つ
か
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
悲
し
い
な
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

　
修
学
旅
行
に
行
っ
た
時
、
大
仏
の

大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
僕

の
想
像
も
大
き
く
広
が
り
、
こ
の
歌

を
作
り
ま
し
た
。

　
冷
え
き
っ
た
手
を
温
め
よ
う
と
息

を
ふ
き
か
け
る
と
、
真
っ
白
に
な
っ

た
息
が
舞
い
上
が
る
だ
け
で
、
手
は

あ
ま
り
温
ま
ら
な
か
っ
た
複
雑
な
思

い
を
歌
に
し
て
み
ま
し
た
。

　
今
は
も
う
廃
止
に
な
っ
た
寝
台
特

急
が
、
力
強
く
駆
け
抜
け
て
い
く
姿

が
と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
と
い
う

気
持
ち
と
、
廃
止
に
な
っ
て
悲
し
い

と
い
う
気
持
ち
を
込
め
ま
し
た
。

　
好
き
な
人
と
手
を
つ
な
い
だ
ら
、

胸
が
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。
目
覚
ま
し

時
計
も
ふ
れ
ら
れ
る
こ
と
に
ド
キ
ド

キ
し
て
、
ジ
リ
ジ
リ
と
鳴
っ
て
い
る

の
か
な
と
思
い
、
表
現
し
ま
し
た
。

　
片
想
い
中
の
女
の
子
が
、
好
き
な

男
の
子
を
遠
く
か
ら
見
て
い
る
こ
と

し
か
で
き
な
く
て
、
で
も
そ
れ
だ
け

で
幸
せ
で…

。
そ
ん
な
思
い
を
表
現

し
ま
し
た
。

　
ス
カ
ー
ト
の
ひ
だ
に
ア
イ
ロ
ン
を

か
け
な
が
ら
、
も
う
す
ぐ
こ
の
制
服

と
も
お
別
れ
で
、
春
に
は
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
道
を
歩
ん
で
い
く
ん
だ

な
ぁ
と
思
い
な
が
ら
書
き
ま
し
た
。

　
国
語
の
課
題
提
出
時
に
、
ふ
と
数

学
で
掛
詞
が
思
い
付
き
詠
ん
だ
も
の

で
す
。
受
賞
を
機
に
苦
手
を
克
服
し
、

数
楽
に
な
る
よ
う
こ
れ
ま
で
以
上
に

文
武
両
道
に
励
み
ま
す
。
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「
小
野
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
受
賞
作
品

　
全
国
か
ら
５
，
６
４
１
首（
一
般
の
部
１
，
２
８
９
首
、

小
・
中
・
高
校
生
の
部
４
，
３
５
２
首
）の
応
募
が
あ
り
、

次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
コ
メ
ン
ト
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

小野市詩歌文学賞・小野市短歌フォーラム特集

一
般
の
部

小
・
中
・
高
校
生
の
部

（
敬
称
略
）

三
席

四
席

五
席

佳
作
（
小
野
市
関
係
分
）

最
優
秀

※

投
稿
時
の
学
年
で
掲
載

優
秀
（
小
野
市
関
係
分
）

み
ち
の
く
の
海
中
ふ
か
き
か
な
し
み
を

抱
き
て
盆
の
月
は
の
ぼ
り
き

　
　
　
　
　
　    

　
西
脇
市
　
髙
瀬 

道
子 

児
童
ら
と
世
代
交
流
す
る
授
業
手
を

つ
な
ぐ
時
老
人
余
る

　
　
　
　
　
　    

　
加
西
市
　
垣
内 

啓
子 

チ
ョ
コ
パ
フ
ェ
に
チ
ョ
コ
が
な
い
こ
と
気
づ
く

君
ま
あ
い
い
か
っ
て
や
っ
ぱ
り
言
っ
た

　
　
　
　
　
　    

　
加
西
市
　
東
山 

美
鈴 

助
手
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
確
と
締
む

不
登
校
と
は
思
へ
ぬ
所
作
に

　
　
　
　
　
　    

　
黒
川
町
　
松
尾 

鹿
次 

篆
刻
を
ま
た
始
め
る
と
老
い
父
は
眼
鏡

ふ
き
つ
つ
や
は
ら
か
く
笑
む

　
　
　
　
　
　    

　
曽
根
町
　
田
中 

春
代 

む
し
さ
が
し
お
ち
ば
を
ふ
ん
で
で
て
き
た
よ

ち
い
さ
な
と
か
げ
ふ
ゆ
の
こ
う
え
ん

　
　
　
　
　
　
　
市
場
小
１
年
　
西
尾 

友
伸 

完
成
し
た
毛
糸
の
手
袋
は
め
る
朝
指
の
先

か
ら
冬
に
な
り
ゆ
く

　
青
森
県
三
沢
市
立
堀
口
中
２
年
　
田
中 

佐
理
奈

「
ひ
ょ
っ
と
し
て
明
日
は
あ
な
た
の
誕
生

日
」 

忘
れ
て
た
ふ
り
覚
え
て
い
た
の
に

　
岐
阜
県
立
飛
騨
神
岡
高
校
２
年
　
宮
本 

奈
実

し
あ
わ
せ
は
家
族
が
い
る
と
あ
た
た
か
く

お
ふ
ろ
み
た
い
に
ぽ
か
ぽ
か
な
時
　
　

　
　
　
　
　
　
市
場
小
６
年
　
本
多 

理
花
子 

　
退
職
後
、
独
学
で
篆
刻
を
始
め
、

作
品
を
並
べ
た
ノ
ー
ト
を
交
友
録
の

よ
う
に
大
切
に
残
し
て
い
た
父
が
、

病
気
で
体
が
不
自
由
に
。
そ
ん
な
父

の
回
復
ぶ
り
が
嬉
し
い
一
首
で
す
。

　
夏
の
間
、
に
ぎ
や
か
で
楽
し
か
っ

た
公
園
が
、
冬
に
は
さ
び
し
く
な
っ

た
と
思
っ
た
の
に
、
夏
よ
り
小
さ
な

ト
カ
ゲ
を
見
つ
け
て
、
う
れ
し
か
っ

た
気
持
ち
を
歌
に
し
ま
し
た
。

　
母
が
忙
し
く
て
、
家
族
全
員
で
過

ご
す
時
間
が
あ
ま
り
な
く
、
家
族
み

ん
な
が
一
緒
の
時
、
温
か
な
気
持
ち

に
な
り
、
お
ふ
ろ
み
た
い
だ
な
ぁ
と

感
じ
て
、
短
歌
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
何
ら
か
の
理
由
で
不
登
校
と
な

り
、
適
応
教
室
に
通
う
児
童
が
、
用

を
済
ま
せ
て
助
手
席
に
戻
る
素
早
い

動
作
に
感
動
を
覚
え
、
可
能
性
を
信

じ
、
願
い
を
託
し
た
一
首
で
す
。

わ
た 

な
か

て
ん  

こ
く

え

一
席

売
ら
れ
ゆ
く
船
三
艘
に
旗
立
て
て
最
後
の

と
も
綱
父
は
外
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
千
葉
県
茂
原
市
　
旭 

千
代

さ
ん  

そ
う

つ
な二

席

湖
に
指
ひ
た
す
ご
と
初
秋
の
鏡
の
中
の
空

に
触
れ
た
り

　
　
　
　
　
　    

　
神
戸
市
　
谷
池 

宏
美

み
ず
う
み

は
つ 

あ
き

ふ

い
だ

し
か

し

※

作
品
中
の
読
み
仮
名
は
広
報
用
に

　
ふ
っ
た
も
の
で
す
。
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【
部
長
級
の
異
動
】

技
監

技
監

水
道
部
長

森
本  

孝

市
民
安
全
部
長

（
兵
庫
県
警
察
本
部
）

中
村  

哲
也

水
道
部
長

水
道
部
参
事
（
工
務
リ
ー
ダ
ー
）

山
田  

一
彦

会
計
管
理
者

会
計
課
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

監
査
事
務
局
長
　
公
平
委
員
会
事
務
局
長

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
事
務
局
長

横
山  

明
彦

議
会
事
務
局
長

市
民
福
祉
部
参
事

（
小
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

中
村  

美
喜
男

（
技
監
・
理
事
）

（
部
長
）

（
次
長
・
参
事
）

総
務
部
参
事

税
務
課
長

総
務
部
税
務
課
長

松
本  

一
郎

市
民
安
全
部
次
長

（
地
域
安
全
リ
ー
ダ
ー
）

市
民
安
全
部
次
長

（
防
災
・
地
域
安
全
リ
ー
ダ
ー
）

小
西  

俊
寛

市
民
安
全
部
参
事
（
防
災
担
当
）

防
災
リ
ー
ダ
ー

防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
担
当

市
民
安
全
部
参
事

（
生
活
環
境
リ
ー
ダ
ー
）

橋
本  

和
基

市
民
福
祉
部
参
事

（
小
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

市
民
福
祉
部
参
事

（
小
野
市
福
祉
公
社
派
遣
）

松
井  

俊
明

市
民
福
祉
部
参
事

（
小
野
市
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

高
齢
介
護
課
長

市
民
福
祉
部
高
齢
介
護
課
長

安
田  

和
男

市
民
病
院
事
務
部
参
事

（
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
派
遣
）

総
合
政
策
部
新
病
院
建
設
整
備
室
課
長

（
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
派
遣
）

小
西  

桂
一

消
防
本
部
参
事

総
務
課
長

消
防
本
部
総
務
課
長

長
谷
川  

勝
也

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

監
査
事
務
局
長

公
平
委
員
会
事
務
局
長

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
事
務
局
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
課
長

清
水  

雅
之

新
役
職
名

旧
役
職
名

氏
名

小野市民病院から
こんにちは着任医です！

外科部長（統括）兼中央手術室長

前田 裕已（まえだ  ひろみ）
　これまでは県立がんセ
ンターで、肝胆膵領域の手
術に携わってきました。
　こちらでは、スタッフと
力を合わせて、より広い範
囲の疾患をカバーして、地
域の皆様に貢献していき
たいと考えています。

内科医長兼神経内科医長

横田 一郎（よこた  いちろう）
　わかりやすい説明を心
がけ、1人でも多くの患者
さんに元気を与えられる
よう頑張っていきたいと
思いますので、よろしく
お願いいたします。

小児科医長

竹中 佳奈栄（たけなか  かなえ）
　再び小野市民病院で働
かせていただくことにな
りました。少しでも皆様の
お役に立てるように頑張
りたいと思います。どうか
よろしくお願いいたしま
す。

内科医員

鈴木 知秀（すずき  ともひで）

　患者さんの健康と地域
医療に貢献できるように
頑張りたいと思います。ど
うぞよろしくお願いいた
します。

整形外科医員

真鍋 貴重（まなべ  たかのぶ）

　地域医療に貢献できる
よう頑張ります。よろしく
お願いします。

形成外科医員

木谷 慶太郎（きたに  けいたろう）

　地域の皆様に信頼され
る医療を提供できるよう
に日々努めてまいります。
どうぞよろしくお願いい
たします。

臨床研修医

藤井 順子（ふじい  じゅんこ）

　小野市民病院で研修医
として働かせて頂くこと
になりました。皆様のお役
に立てる様に一生懸命頑
張ります。どうぞよろしく
お願いいたします。

臨床研修医

中林 ゆつき（なかばやし  ゆつき）

　初めまして、初期臨床研
修医の中林です。精一杯頑
張っていきますので、どう
ぞよろしくお願いいたし
ます。
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４
月
２
日
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
へ
の
福
祉
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
「
福
祉
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
式
典
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
役
所
西
側
に
あ
る
同
セ
ン

タ
ー
に
は
、
3
月
19
日
か
ら
高
齢

介
護
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、健
康
課
、障
害
者
地
域
生
活
・

ま
す
ま
す
便
利
に
！
　
福
祉
相
談
窓
口
を
集
約

「
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン

「
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
市
福
祉
公
社
が
入
り

オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、

４
月
に
は
、
市
社
協
と
市
公
社
を

統
合
し
、
新
た
な
市
社
協
と
し
て

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
各
部
署
が
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

新
し
い
組
織
で
地
域
福
祉
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
民
１
０
０
人
当
た
り
の
職
員
数
は
、
県
内
最
少

※

人
口
10
万
人
以
下
の
市

【
人
事
異
動
の
概
要
】

●
防
災
グ
ル
ー
プ
の
創
設

　
市
民
安
全
部
に
防
災
グ
ル
ー
プ

を
独
立
さ
せ
部
長
級
職
員
を
配
置
。

防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
と
防
災
対
策

の
機
能
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

●
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
造

　
成
工
事
完
了
に
伴
う
組
織
改
編

　
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
用

地
造
成
事
業
の
完
了
に
伴
い
、
新

病
院
建
設
整
備
室
を
廃
止
し
、
同

セ
ン
タ
ー
企
業
団
と
の
調
整
窓
口

を
市
民
病
院
事
務
部
に
配
置
し
て

い
ま
す
。

●
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
建

　
設
推
進
の
強
化

　
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

建
設
推
進
の
た
め
、
同
セ
ン
タ
ー

企
業
団
へ
の
職
員
派
遣
を
３
人
か

ら
４
人
に
増
員
し
て
い
ま
す
。

●
技
監
の
専
任
配
置

　
新
都
市
中
央
線
、
県
南
北
道
路

な
ど
の
事
業
推
進
の
た
め
、
技
監

を
専
任
配
置
し
て
い
ま
す
。

人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）

●
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の

　
配
置

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
を
目
指
す
福
祉
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
開
設
と
新
社
会
福
祉
協
議
会

の
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
的
に
総
括
す

る
参
事
（
部
長
級
）
を
新
た
に
配

置
し
て
い
ま
す
。

●
観
光
行
政
の
強
化

　
観
光
課
の
公
園
な
ど
の
管
理
業

務
を
切
り
離
し
、
観
光
交
流
係
と

特
産
品
開
発
係
を
設
置
し
、
観
光

政
策
と
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

【
人
事
配
置
の
効
率
化
】

　
市
民
１
０
０
人
当
た
り
の
職
員

数
（
病
院
、消
防
を
除
く
）
は
、０
・

５
４
７
人
（
昨
年
は
、
０
・
５
６

３
人
）
と
引
き
続
き
県
内
人
口
10

万
人
以
下
の
市
で
は
、
最
少
。

　
ま
た
、
女
性
管
理
職
（
課
長
級

以
上
）
の
比
率
は
19
・
８
％
と
昨

年
に
引
き
続
き
、
高
い
率
を
維
持

（
昨
年
は
、21
・
４
％
）
し
て
い
ま
す
。

オープニング式典でテープカット

福祉総合支援センターの各課窓口

人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）
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小
野
市
暴
力
団
排
除
条
例
を
制
定
（
７
月
１
日
施
行
）

　
市
で
は
、「
小
野
市
暴
力
団
排
除
条
例
」を
7
月
1
日
か
ら
施
行

し
ま
す
。
暴
力
団
排
除
の
意
思
を
明
確
に
示
す
た
め
、
暴
力
団
排

除
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
て
い
ま
す
。
市
や
市
民
、
事
業
者

の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
安
全
で
安
心
な
市
民
生
活
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
条
例
の
目
的
◆
　

暴
力
団
排
除
の
基
本
理
念
を
定
め
、

市
、
市
民
お
よ
び
事
業
者
の
責
務

を
明
ら
か
に
し
、
暴
力
団
排
除
を

推
進
し
ま
す
。

◆
基
本
理
念
◆
　

①
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
こ
と

②
暴
力
団
に
対
し
利
益
の
供
与
を

　
し
な
い
こ
と

③
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
こ
と

④
暴
力
団
事
務
所
な
ど
の
存
在
を

　
許
さ
な
い
こ
と

条例による結束の強化

市

市民 警察

関係
機関

対 暴力団

◆
具
体
的
な
内
容
◆

【
市
民
お
よ
び
事
業
者
の
責
務
】

○
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
暴
力

　
団
排
除
活
動
に
自
主
的
に
、
か

　
つ
相
互
に
連
携
・
協
力
を
図
り

　
な
が
ら
取
り
組
み
、
市
が
実
施

　
す
る
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る

　
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
に
努
め

　
る
。

○
暴
力
団
排
除
に
資
す
る
情
報
を

　
市
ま
た
は
関
係
機
関
へ
情
報
提

　
供
す
る
。

【
市
の
責
務
】

○
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
施
策
を

　
総
合
的
に
推
進
す
る
。

○
暴
力
団
排
除
に
資
す
る
情
報
を

　
県
や
関
係
機
関
へ
提
供
す
る
。

○
市
民
、
事
業
者
に
対
し
て
、
情

　
報
提
供
な
ど
の
支
援
、
広
報
、　

　
啓
発
活
動
を
行
う
。

【
公
の
施
設
で
の
暴
力
団
の
排
除
】

○
公
の
施
設
の
利
用
が
、
暴
力
団

　
の
活
動
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
、

　
ま
た
は
暴
力
団
の
利
益
に
つ
な

　
が
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

　
施
設
の
利
用
を
許
可
し
な
い
。

○
利
用
許
可
後
で
も
、
暴
力
団
の

　
活
動
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
、
ま

　
た
は
暴
力
団
の
利
益
に
つ
な
が

　
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
利

　
用
許
可
を
取
り
消
し
、
利
用
の

　
中
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
公
共
工
事
な
ど
か
ら
暴
力
団
を
排

除
】
暴
力
団
関
係
者
と
の
間
で
、

契
約
を
締
結
し
な
い
。

【
市
の
事
務
事
業
か
ら
暴
力
団
を
排

除
】
生
活
保
護
費
の
支
給
、
市
営

住
宅
の
入
居
な
ど
を
拒
む
。

【
暴
力
団
の
威
力
を
利
用
す
る
こ
と

の
禁
止
】
債
権
の
回
収
、
紛
争
解

決
の
た
め
に
暴
力
団
員
の
威
力
を

利
用
し
な
い
。

【
青
少
年
を
守
る
た
め
の
取
り
組

み
】
青
少
年
補
導
委
員
に
よ
る
指

導
、
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
な
ど
。

【
利
益
の
供
与
の
禁
止
】
業
務
を
容

認
し
て
も
ら
う
た
め
の
利
益
の
供

与
（
み
か
じ
め
料
）
な
ど
の
禁
止
。

　
地
域
安
全
グ
ル
ー
プ

　（
☎
　
１
０
０
０
内
線
５
９
９
）

◯63

「三ない運動」暴力団を「利用しない」

暴力団を「恐れない」

暴力団に「金を出さない」
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平
成
23
年
に
発
行
し
た
保
護
者

向
け
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
聴
い

て
い
ま
す
か
子
ど
も
の
気
持
ち
」

に
続
き
、
子
ど
も
向
け
オ
リ
ジ
ナ

ル
啓
発
絵
童
話
「
の
ぞ
い
て
ご
ら

ん
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
絵
童
話
は
、
子
ど
も
が
、

た
め
込
ん
だ
自
分
の
気
持
ち
に
気

づ
き
、
周
り
の
大
人
に
き
ち
ん
と

話
す
こ
と
、
ま
た
子
ど
も
の
そ
ば

で
気
持
ち
を
聴
け
る
大
人
が
１
人

で
も
多
く
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て

作
成
し
て
い
ま
す
。

　
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
の
児
童
生
徒
に
配
布
し
て
い

ま
す
。

※

市
内
公
共
施
設
な
ど
に
も
備
え

付
け（
い
じ
め
担
当
グ
ル
ー
プ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
グ
ル
ー
プ

　（
☎
　
４
３
１
１
）

子
ど
も
向
け
啓
発
絵
童
話
を
発
行

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
補
助

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
補
助

　
市
で
は
、
居
住
す
る
住
宅
に
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
補
助
金
額
は
、
市
内
業

者
が
施
工
設
置
し
た
場
合
、
１
㌔

㍗
当
た
り
５
万
円
（
上
限
20
万
円
）、

市
外
業
者
の
場
合
、
１
㌔
㍗
当
た

り
３
５
，０
０
０
円
（
上
限
10
万
円
）

で
す
。

▼
対
象
者

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
居

　
住
す
る
住
宅
に
対
象
シ
ス
テ
ム

　
を
設
置
さ
れ
る
方

○
新
た
に
市
内
に
住
ま
れ
る
市
外

　
の
方
で
、
住
宅
に
対
象
シ
ス
テ

　
ム
を
設
置
さ
れ
る
方

▼
対
象
設
備

○
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称

　
最
大
出
力
の
合
計
値
が
10
㌔
㍗

　
未
満
の
も
の

○
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

○
国
の
補
助
対
象
と
な
る
太
陽
光

　
発
電
シ
ス
テ
ム
機
種

▼
補
助
枠
　
先
着
順
で
約
１
５
０

　
件
（
設
置
前
に
申
請
が
必
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
グ

　
ル
ー
プ
（
☎
　
１
６
８
６
）

　
こ
れ
ま
で
、
軽
自
動
車
税
の
み

が
対
応
し
て
い
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
を
、
今
年
度

か
ら
拡
大
し
、
市
・
県
民
税
（
普

通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
（
都
市
計

画
税
）、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
も
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
納
付
期
限
内
で
あ

れ
ば
、
曜
日
や
時
間
に
関
係
な
く
、

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
取
り
扱
い
開
始

　
５
月
10
日
発
行
の
納
付
書
か
ら

▼
コ
ン
ビ
ニ
で
使
用
で
き
な
い
納

　
付
書

○
納
付
書
記
載
の
納
付
期
限
を
過

　
ぎ
て
い
る
も
の

○
コ
ン
ビ
ニ
収
納
用
バ
ー
コ
ー
ド

　
が
印
字
さ
れ
て
い
な
い
も
の

▼
そ
の
他

○
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
は
、

　
納
付
書
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
納
付
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
な
ど

　
の
理
由
で
使
用
で
き
な
い
場
合

　
は
、
納
付
書
を
再
発
行
し
ま
す

　
の
で
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
収
税

　
係
（
☎
　
１
０
０
９
）

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

　
軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
、
対
象
者

に
は
５
月
10
日
付
で
、
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
。
納
付
期
限
は
５

月
31
日
㈭
で
す
（
口
座
振
替
も
同

日
）。　
納
付
期
限
内
で
あ
れ
ば
、

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
書
に
よ
る
支
払

い
が
可
能
で
す
。

　
な
お
、
軽
自
動
車
税
は
、
普
通

自
動
車
の
よ
う
に
税
金
の
月
割
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民

　
税
係
（
☎
　
１
０
０
０
内
線
５

　
８
３
・
５
８
４
）

市
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
ま
す
ま
す
便
利
に

市
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
ま
す
ま
す
便
利
に

◯63
◯63

◯63
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♥ 防災・地域安全グループ（☎63-3387）

いきいき社会創造課（☎63-2445）

小学校漢字　18 級からスーパー級

中学校漢字　6 級から1 級

小学校計算　20 級から1 級

中学校計算　9 級からスーパーＥ級

スピード計算　初級・中級・上級

音　　　読　初級・中級・上級
※各級を合格された方には合格認定証を送付します。

検
定
中
の
よ
う
す（
図
書
館
で
）

おの検定

5月6日（日）・20日（日）
13：30～16：30
図書館

日時

場所

検定部門

黍田町1000番地の1（☎70-0261）
営業時間　10：00～ 22：00（受付は 21:30 まで）

通常 600円　　　 300円
※ミネラルウォーター別売　※別途入浴料600円必要

通常 300円　　　 100円
※別途入浴料600円必要

防犯・交通・防災などの安全・安心情報を携帯電話や
パソコンへメールで配信します。

“もしも”に備え、入って安心！
「小野市安全安心メール（チャイコムねっと）」　　　　　

【新規登録方法】

① ② ③ ④ ⑤

⑥

小野市安全安心
メールのご利用あ
りがとうございま
す。
SSL対応携帯電話
はこちらから

SSL非対応携帯電
話はこちらから

新規メール作成」を選び、

を直接入力し、空メー
ル（本文に何も入力し
ない）を送信する。
※下記の QR コードを
読み込み、空メールで
もOK

登録内容を確認し、登録。
メール送信後、「小野市安全安心メール本登録完了」
メールが届くと、登録完了！

この度は、本サービ
スに仮登録いただき
ありがとうございま
す。…規約を読み、
本登録手続きを進め
てください。
利用規約

利用規約を読み同意
する
同意しない

配信希望の情報区分

以下の情報区分のす
べて、又はいずれか
１つ以上を選択して
ください。

□ 安全安心メール

個人情報入力画面
※は必須入力です。

※住所１

※氏名

※電話番号（半角で）

※性別
○男　○女選択

選択

- -

SSL対応か
わからない時は、

「SSL対応」から接続

※は必ず入力

「anzen@chaicom.com」

※迷惑メール設定を解除してから手続きしてください。

　4月7日に、おかげさまで
300万人目のお客様をお迎え
することができました。

■岩盤浴…東日本大震災復興支援のため、岩盤浴1回につき
　　　　　　　10円を義援金として寄付します。

300万人目の入浴者となり、花束を受け取ら
れる阿形町の横山久雄さん、保子さん夫妻。

入浴者300万人突破！

平日限定（9月30日まで ※繁忙期除く）

「がんがん頑張れキャンペーン」

■再入浴

ゆぴか母の日ギフト
フロントで好評販売中！

5月3日～5日は
23：00まで営業！
（最終受付22：30）

≫

≫
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くらしの　 示板掲

生活情報トピックス

物品の購入契約に関するトラブルが最多

　平成23年度の消費生活相談件数は194件
で、前年度と比較すると29件減少したものの、
依然深刻な相談も寄せられています。
　相談内容の内訳については、物品の購入契
約に関するトラブルが54件と最多となってい
ます。中にはネックレスなどの装飾品を次々
と買わされるという事例もありました。
　次に多いのは「多重債務、お金や物品の貸し
借りやサラ金」「携帯電話やパソコンのサイ
ト」に関する相談となっています。
　他にも、前年度にはなかった海外宝くじの
勧誘に関する相談が7件発生しています。
　市では消費に関する相談を受け付けてい
ます。契約に関するトラブルなどでお困り
の場合は、小野市消費生活相談コーナー

（☎63-1686）までご相談ください。

■相談日時　
　月～金曜日（9：00～17：00）
 （祝日・年末年始除く）
※専門の消費生活相談員による相談は毎週　
　月・水・金曜日。

認知症は誰もがなる可能性のある病気

　代表的な「アルツハイマー型認知症」などは、
まだはっきりと原因がわかっていないため、
誰が認知症になってもおかしくはありません。

早期発見・早期治療が大切です

　精神科、脳外科などの医療機関で、MRI、
CTなどの検査をすることで認知症の診断を受
けることができます。
　代表的なものはアルツハイマーや脳血管性
の認知症ですが、前頭側頭型、レビー小体型
の認知症なども近年増えてきています。
❶アルツハイマー型認知症とは
　脳が全体的に委縮し脳機能が低下します。

専門の医療機関での診断が大事

　認知症の原因となっている病気の種類により
治療方法が異なります。適切な治療とケアに
よって進行を遅らせたり、症状をやわらげるこ
とができる可能性があります。
　専門の医療機関では、適切な対応の方法やか
かわり方についてのアドバイスがもらえます。

❷脳血管性認知症とは
　脳の血管がつまったり（脳梗塞）、破れたり　
（脳出血）することで発症します。

地域包括支援センター（☎63-2174）

生活環境グループ（☎63-1686）

相談内容の内訳

54件
（27.8％）

38件（19.6％）34件
（17.5％）

平成23年度消費生活相談まとめ

認知症を知りましょう①

健康な脳 アルツハイマー型認知症

脳血管性認知症

　また、認知症でなくても、うつ病、水頭症など、
認知症のような症状が出る病気もあります。

新テキストに合わせて、
4月から検定問題が新し
くなりました。（旧テキス
ト用の問題も受検可。）

全194件

その他
44件（22.7％）

物品の購入
トラブル

金銭・物品などの
貸借トラブル
（うち多重債務は13件）

パソコンなどの
サイトに関する
トラブル

家のリフォーム
などのトラブル
24件（12.4％）



暮
ら
し
の
情
報

福
祉
医
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・
年
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福
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お
知
ら
せ

募
集
・
催
し
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「
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
（
７
月
９
日
施
行
）
に
よ

り
、
外
国
人
の
方
を
、
日
本
人
と
同
様

に
、
住
民
票
に
記
載
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
住
民
票
に
記
載

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
外
国
人
の
方
に
、

５
月
７
日
を
基
準
日
と
し
て
仮
住
民
票

を
作
成
し
、
送
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
人
と
同
じ
世
帯
の
日
本

人
で
住
民
票
の
修
正
が
あ
る
場
合
も
、

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

記
載
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
方
　
①
中
長
期
在
留
者

（
在
留
カ
ー
ド
交
付
対
象
者
）
②
特

別
永
住
者
③
一
時
庇
護
許
可
者
ま
た

は
仮
滞
在
許
可
者
④
出
生
に
よ
る
経

過
滞
在
者
ま
た
は
国
籍
喪
失
に
よ
る

経
過
滞
在
者

※

右
記
以
外
の
方
や
、
改
正
法
施
行
日

に
在
留
資
格
が
な
い
方
（
外
国
人
登

録
法
に
お
け
る
在
留
期
間
の
記
載
事

項
の
変
更
を
市
に
届
け
て
い
な
い
方

を
含
む
）
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
記
載
内
容
の
変
更
が
必
要
な

方
は
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
市
民
係
　

　
（
☎
　
１
０
０
５
）

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高

齢
者
の
も
の
忘
れ
や
う
つ
病
な
ど
、
こ

こ
ろ
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
最
近
、
も
の
忘
れ
が
ひ
ん
ぱ
ん
に

な
っ
て
き
た
」
「
よ
く
眠
れ
な
い
」

「
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
人
と
交
流

を
も
て
な
く
な
っ
て
き
た
」
と
い
っ
た

悩
み
を
お
持
ち
の
方
に
、
精
神
保
健
福

祉
士
ら
の
相
談
員
が
お
話
を
聞
き
、
適

切
な
医
療
機
関
・
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
、

こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
対
象

○
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
、
ま
た

は
そ
の
家
族

○
市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
若
年
性
認

知
症
（
疑
い
）
の
方
、
ま
た
は
そ
の

家
族

▼
相
談
日
時
　
５
月
16
日
㈬
13
時
30
分

　
か
ら
16
時
30
分
ま
で

※

相
談
時
間
１
人
50
分

※

事
前
に
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
場
所
　
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
１
階
　
研
修
室

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
　
２
１
７
４
）

外
国
人
登
録

仮
住
民
票
を
送
り
ま
す

　

福
　
祉

16
日
に「
も
の
忘
れ
・
う
つ
相
談
」

           

事
前
に
電
話
で
予
約
を
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県
の
制
度
改
正
に
合
わ
せ
、
今
年
７

月
１
日
か
ら
、
重
度
障
害
者
医
療
と
高

齢
重
度
障
害
者
医
療
の
所
得
制
限
判
定

方
法
を
、
一
世
帯※

あ
た
り
の
市
町
村

民
税
所
得
割
税
額
の
合
計
額
に
よ
る
判

定
に
変
更
し
ま
す
。

　
現
行
で
は
、
世
帯
の
う
ち
市
町
村
民

税
所
得
割
税
額
が
最
上
位
で
あ
る
方
の

税
額
が
23
万
５
千
円
未
満
で
あ
る
場
合

に
助
成
し
て
い
ま
す
が
、
税
額
合
計
が

多
い
世
帯
が
認
定
さ
れ
る
一
方
、
税
額

合
計
が
少
な
い
世
帯
が
認
定
さ
れ
な
い

と
い
う
逆
転
現
象
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
問
題
点
を
解
消
し
、
通
常
、

生
計
は
世
帯
単
位
で
営
ま
れ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
よ
り
公
平
な
所
得
制
限
判
定

を
行
う
た
め
に
、
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
助
成
対
象
で
あ
っ
た
方

で
も
、
７
月
以
降
、
助
成
対
象
外
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

世
帯
と
は
住
民
票
上
の
世
帯
を
指
し

ま
す
が
、
配
偶
者
お
よ
び
健
康
保
険

上
で
扶
養
関
係
が
あ
る
場
合
は
住
民

票
上
別
世
帯
で
あ
っ
て
も
同
一
世
帯

と
み
な
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
福
祉
高
齢

　
医
療
係
（
☎
　
１
４
６
９
）

　
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20
歳

に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

学
生
に
は
、
在
学
中
の
保
険
料
納
付
を

猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
生
本
人
の
所

得
が
１
１
８
万
円
（
目
安
）
以
下
の
学

生
を
対
象
と
し
、
申
請
に
基
づ
き
適
用

さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
大
学
（
大
学
院
）
、
短
大
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
お
よ
び
各
種
学
校
等
に
在
学
す

る
学
生

※

夜
間
、
通
信
制
課
程
や
定
時
制
課
程 

　
の
学
生
を
含
み
ま
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
各
種

学
校
に
通
う
学
生
は
修
業
年
月
が
１

年
以
上
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も

の
）

②
年
金
手
帳

③
印
か
ん（
本
人
署
名
の
場
合
は
不
要
）

④
会
社
な
ど
を
退
職
し
、
学
生
に
な
ら

れ
た
方
は
、
次
の
書
類
の
い
ず
れ
か

が
必
要
で
す
。
（
コ
ピ
ー
で
も
可
）

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

▼
承
認
期
間
　
来
年
３
月
ま
で

※

昨
年
度
、
承
認
を
受
け
、
日
本
年
金

　
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ
形
式
の
「
学
生
納

　
付
特
例
申
請
書
」
（
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ

　
ン
ド
用
）
が
届
い
た
方
で
、
そ
の
申

　
請
書
を
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
市
役

　
所
で
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

※

卒
業
さ
れ
た
方
（
30
歳
未
満
）
で
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
の
申
請
が
で
き

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
市
民
係
　

　
（
☎
　
１
０
１
６
）

▼
日
時
　
５
月
23
日
㈬
10
時
か
ら
15
時

30
分
ま
で

▼
内
容
　
明
石
年
金
事
務
所
の
職
員
ら

が
年
金
請
求
手
続
き
・
ね
ん
き
ん
特

別
便
・
そ
の
他
年
金
に
関
す
る
相
談

な
ど
に
応
じ
ま
す
。

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
２
階

※

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。
市
民
課
市
民
係

の
窓
口
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
話
で
も
可
）

▼
定
員
　
48
人

▼
予
約
申
し
込
み
時
確
認
事
項
　
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
基
礎
年
金

番
号
・
電
話
番
号
・
相
談
内
容

▼
予
約
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
市
民
係
（
☎
　
１
０
１
６
）
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手
続
き
は
毎
年
必
要
で
す
。
昨
年

度
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
た
方
も

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療

障
害
者
医
療
の
所
得
制
限
が
変
わ
り
ま
す

　

年
金
相
談
に
お
越
し
を

　

年
　
金

学
生
の
み
な
さ
ん
へ

　
学
生
納
付
特
例
制
度
　

　同一世帯内の本人・配偶者・扶養義務者
全員の所得割額の合計が23.5万円未満で
あれば助成対象となります。
　下記の例では、所得割額の合計が24万
円で、23.5万円以上となるため障害者医
療の対象とはなりません。

　同一世帯内の本人・配偶者・扶養義務者
のうち、最多課税者の所得割額が23.5万
円未満であれば助成対象となります。
　下記の例では、最多課税者である配偶
者の所得割額が23.5万円未満なので障害
者医療の対象となります。

変更後 変更前

父　3万円 母　2万円

本人　0円 配偶者　7万円

子　6万円 子　6万円

※注　図の金額は市町村民税所得割額

父　3万円 母　2万円

本人　0円 配偶者　7万円

子　6万円 子　6万円

“Local governments will issue Provisional 
Resident Records,  and not i fy  each 
foreign resident of the change”

To facilitate a smooth transition from the 
Alien Registration system to the Resident 
Registration system, local governments will 
issue Provisional Resident Records, and 
notify each foreign resident of the change. 
When the law comes in to  e ffect ,  the 
temporary document will automatically 
become the official Resident Record.

 See the following website for further details
Ministry of Internal Affairs and Communications
（http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_
gyousei/c-gyousei/zairyu.html）　

（和訳）外国人登録制度から住民基本台帳制
度への円滑な移行を図るために、市町村に
おいて仮住民票を作成し、その内容をご本
人に通知します。仮住民票は施行日に住民
票となります。

5月5日の子どもの日から1週間は
『児童福祉週間』です　　　　　　

～ニコニコは『なかよくしよう』のあいずだよ～

　子どもの健やかな成長について国民全体
で考えることを目的に、『児童福祉週間』が
定められています。
　子育てについて、ひとりで悩んでいませ
んか？誰かに話すことで、気持ちが少し楽
になることもあります。
　家庭児童相談室では、2人の相談員が、さ
まざまな子育ての相談に応じています。気
軽にご利用ください。こども家庭センター
やその他関係機関との連携・調整もしていま
す。
　　　　　子育てについての悩み（しつけ・
育てにくさ）、家庭の事情による子どもの養
育、虐待の疑いの通告など
●問い合わせ先
　子育て支援課家庭児童相談室
　　　　　　　  （☎63-1000内線752）

相談内容　

（　）
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介
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催
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住
宅
の
安
全
性
を
診
断
す
る
簡
易
耐

震
診
断
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
こ
の
診
断
を
受
け
る
と
、
①
耐
震
性

の
評
価
、
②
改
修
の
ポ
イ
ン
ト
、
③
建

築
士
に
よ
る
耐
震
改
修
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
ま
と
め
た
「
耐
震
診
断
報
告

書
」
が
発
行
さ
れ
、
今
後
の
耐
震
化
に

役
立
ち
ま
す
。

▼
診
断
対
象
住
宅
　
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
し
た
住
宅
な
ど

※

住
宅
部
分
が
２
分
の
１
以
下
の
併
用

住
宅
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
住
宅
、
プ

レ
ハ
ブ
住
宅
、
丸
太
組
工
法
住
宅
は

対
象
外

▼
負
担
費
用
　
木
造
戸
建
て
住
宅
　

　
１
棟
　
３
，
０
０
０
円

※

建
物
の
用
途
や
構
造
で
費
用
が
異
な

り
ま
す
。

▼
対
象
者
　
原
則
と
し
て
住
宅
所
有
者

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
か
ん
、
建

築
年
月
日
が
わ
か
る
書
類
（
建
築
確

認
申
請
書
な
ど
）

　
県
が
実
施
す
る
「
わ
が
家
の
耐
震
改

修
促
進
事
業
」
の
耐
震
改
修
工
事
費
補

助
を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
市
も
工
事
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
住
宅
　
戸
建
住
宅

※

住
宅
部
分
が
２
分
の
１
以
下
の
併
用

住
宅
は
対
象
外

▼
対
象
者
　
戸
建
住
宅
の
個
人
所
有
者

で
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

▼
補
助
金
額
　
耐
震
改
修
工
事
費
の
４

分
の
１
（
上
限
30
万
円
）

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
「
わ
が
家

の
耐
震
改
修
促
進
事
業
」
交
付
決
定

通
知
書
の
写
し
②
建
築
年
月
日
と
個

人
所
有
が
わ
か
る
書
類
（
建
築
確
認

申
請
書
な
ど
）
③
市
税
納
税
証
明
書

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
ま
ち
づ
く
り
課
建
築
係

　
（
☎
　
１
９
３
７
）
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耐
震
診
断
・
改
修

簡
易
耐
震
診
断
を
受
け
ま
せ
ん
か
　
　
　 耐

震
改
修
工
事
費
を
補
助

火
災
統
計
（
3
月
末
現
在
）

火災件数

平成２３年

平成２４年

6

2

13

8

3月 累計

火災種別累計件数

 
建物火災 
林野火災 
車両火災
その他火災※ 
　  累　　計  

件　数火災種別

3
2
0
3
8

※

雑
草
・
廃
材
な
ど
の
火
災

◯63

♦
消
防
本
部
（
☎
　
０
１
１
９
）

　
消
防
本
部
で
は
、『
防
災
訓
練
』『
消
防
訓
練
』『
応
急
手
当
』『
救
命
手
当
』と『
総
合
編
』の

５
つ
の
分
野
を
市
民
の
方
が
体
験
で
き
る
消
防
ハ
ー
ト
フ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
す
ぐ
行
動
で
き
る
知
識
・
技
術
を
習
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
知
識
を
育
て
る

消
防
ハ
ー
ト
フ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
共
通
）

新設

水防工法体験
　河川氾濫などの際に
使用する土のうの作成
方法を習得します。

ロープの取り扱い
　皆さんの命を守る命
綱や解けないロープの
結び方を習得します。

防災訓練編（1時間30分）

搬送方法
　身近にある毛布を使
用した搬送方法から、
手軽に人を運ぶ方法を
習得します。

応急処置方法
　身近なもので足や手を
固定する方法や、ハチに
刺されたりやけどをした
時の応急手当を習得しま
す。

応急手当編（1時間30分）

AED取扱訓練
　AEDは、皆さんが使
用できる電気ショック
を行う機器です。AED
の設置場所や使用方法
を習得します。

心肺蘇生法
　周りの人が急に倒れた
時にしなければならない
ことと心肺蘇生法を習得
します。

救命手当編（1時間30分）

消火器の取扱訓練
　水消火器を使用し消火
器の取扱方法などを習得
　します。

消火栓の取扱訓練
　各地域にある消火栓
を使用し、放水体験や
放水方法を習得します。

消防訓練編（1時間30分）

すべての訓練
を行います

総合編

（3時間30分）

※
1
分
野
か
ら
受
講
で
き
ま
す
。

子
育
て

「
子
ど
も
手
当
」が「
児
童
手
当
」に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
分
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　

介
　
護

「
ほ
の
ぼ
の
交
流
会
」参
加
者
募
集
　
　
　

母
子
家
庭
な
ど
の
特
別
相
談

　
　

 
手
当
月
額
は
３
月
分
ま
で
と
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
名
称
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
み
な
し
認
定
の
規
定
に
よ
り
、

改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
子
の
出
生
や
転
入
出
異
動
な
ど
を
除
く
）

◆
６
月
分
か
ら
所
得
制
限
を
導
入
◆

　
受
給
者
（
父
母
の
う
ち
生
計
を
維
持

す
る
程
度
の
高
い
方
）
の
前
年
中
の
所

得
額
が
、
左
表
の
所
得
制
限
限
度
額
以

上
で
あ
っ
た
場
合
、
児
童
１
人
あ
た
り

の
手
当
月
額
は
、
児
童
の
年
齢
や
出
生

順
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
５
，
０
０
０
円

の
支
給
と
な
り
ま
す
。

◆
６
月
期『
現
況
届
』の
お
知
ら
せ
◆

　
受
給
資
格
（
年
度
更
新
）
の
審
査
に

か
か
る
現
況
届
に
つ
い
て
、
５
月
末
日

の
認
定
者
に
送
付
し
ま
す
。
６
月
中
に

提
出
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
母
子
家
庭
（
父
子
家
庭
含
む
）
の
方

を
対
象
に
、
法
律
の
専
門
家
に
よ
る
特

別
相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

　
慰
謝
料
・
養
育
費
請
求
な
ど
に
関
す

る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
支
援
課
　

　
児
童
福
祉
係
（
☎
　
１
６
４
５
）

　
毎
日
の
介
護
で
疲
れ
や
悩
み
を
１
人

で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
介
護
さ
れ

て
い
る
方
同
士
が
、
日
ご
ろ
の
介
護
に

つ
い
て
語
り
合
え
る
ひ
と
と
き
を
持
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

※

無
料
送
迎
が
あ
り
ま
す
。

※

交
流
会
の
間
、
認
知
症
の
方
を
介
護

す
る
「
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ

り
ま
す
。
（
要
予
約
・
無
料
）

▼
日
時
　
６
月
20
日
㈬
13
時
30
分
か
ら

15
時
30
分
ま
で

▼
場
所
　
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
２
階
　
市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス

▼
テ
ー
マ
　
「
耳
が
聞
こ
え
な
い
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
〜
高
齢
者
・
認
知
症
の

方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
」

▼
講
師
　
小
椋
脩
さ
ん
（
理
学
療
法
　

　
士
・
言
語
聴
覚
士
）

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
方
法
　
６
月
15
日
㈮
ま
で

に
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会

福
祉
協
議
会
（
☎
　
２
５
７
５
）
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※1　3歳未満の児童とは誕生日の属する月分まで該当します。
※2　満18歳の年度末までの児童を上から年齢順に数えた順呼称です。

平成23年度 平成24年度
2月 3月 4月 5月 6月～月　　　分

法 名 称
所 得 制 限
3歳未満※1

中 学 生

支給予定日

子ども手当特別措置法
なし

15,000円
10,000円
15,000円
10,000円

ー

6月15日

児 童 手 当 法
なし

15,000円
10,000円
15,000円
10,000円

ー

6月15日

  あり（所得制限限度額表）
15,000円
10,000円
15,000円
10,000円

一律5,000円

10月15日

3
歳
以
上 

第1・2子※2

第3子～※2

所得制限額以上
の受給者の児童

所得制限適用判定は、所得額を用います。
※所得税法に規定する老人控除対象配偶者や老人扶養親族がある者についての限度
　額は、上記の額に当該配偶者ら1人につき6万円を加算した額
※扶養親族等の数が6人以上の場合の限度額は、1人につき38万円（扶養親族等が老
　人控除対象配偶者や老人扶養親族であるときは44万円）を加算した額。

所得制限限度額表

所得制限限度額
（所得額）

扶養親族等の数 収入額での目安
（給与収入のみの場合）

0人
1人
2人
3人
4人
5人

622万円
660万円
698万円
736万円
774万円
812万円

833万3千円
875万6千円
917万8千円
960万円

1002万1千円
1042万1千円

〜
認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る

　
家
族
の
交
流
会
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　

消
　
防

実施日 相談実施
場所

申し込み
期限

7月5日
（木）

高砂市
福祉事務所

明石市
福祉事務所

加東健康
福祉事務所

11月8日
（木）

平成25年
3月7日
（木）

6月21日
（木）

10月25日
（木）

平成25年
2月21日
（木）

①

②

③



暮
ら
し
の
情
報

国
保
特
定
健
診
・
健
康
・
産
業
・
縦
覧

お
知
ら
せ

募
集
・
催
し
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市
社
１
０
７
５
番
地
２
）

▼
対
象
　
家
庭
と
地
域
の
健
康
づ
く
り

に
実
践
意
欲
の
あ
る
方

▼
内
容
　
食
生
活
を
中
心
と
し
た
健
康

づ
く
り
を
目
指
し
、
食
事
・
運
動
・

休
養
に
つ
い
て
仲
間
と
楽
し
く
学
び

ま
す
。

▼
参
加
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
・
調

理
実
習
費
用
な
ど
は
実
費
負
担
で

３
，
５
０
０
円
程
度
）

▼
定
員
　
40
人

▼
申
し
込
み
方
法
　
５
月
25
日
㈮
ま
で

に
健
康
課
（
☎
　
３
９
７
７
）
へ
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
の
交
付
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方

で
、
今
年
８
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
更
新
交
付

の
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
　
８
月
１
日
以
降
も
医
療
受

給
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
、
８

月
１
日
時
点
で
満
20
歳
未
満
の
方
。

（
引
き
続
き
一
定
の
医
学
的
基
準
を

満
た
す
方
が
対
象
。
詳
し
く
は
主
治

医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

▼
受
付
日
時
　
５
月
１
日
㈫
〜
６
月
29

日
㈮
（
土
・
日
・
祝
を
除
く
）
９
時

〜
12
時
、
13
時
〜
17
時
30
分

▼
提
出
書
類
　
更
新
申
請
書
、
医
療
意

見
書
（
診
断
書
）、
世
帯
全
員
の
住

民
票
、
健
康
保
険
証
、
印
か
ん
な
ど

※

申
請
書
類
（
様
式
）
は
、
加
東
健
康

福
祉
事
務
所
か
ら
対
象
と
な
る
方
へ

送
付
し
て
い
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
加
東
健
康

福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課

　（
☎
０
７
９
５
　
５
１
１
１
）

　
昨
年
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、
本
年

４
月
１
日
以
降
に
森
林
の
土
地
所
有
者

と
な
っ
た
方
は
、
市
町
村
長
へ
の
事
後

届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

▼
届
出
対
象
者
　
個
人
・
法
人
を
問
わ

ず
、
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
森
林

の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
方
は
、

面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
提
出
し

て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

▼
届
出
方
法
　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ

　
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
取
得
し
た
土

　
地
の
あ
る
市
町
村
長
に
届
出
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
書
類
　
産
業
課
に
備
え
付
け
の

届
出
書
と
、
登
記
事
項
証
明
書
（
写

し
も
可
）
ま
た
は
土
地
売
買
契
約
書

な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
わ
か

る
書
類
の
写
し
、
土
地
の
位
置
を
示

す
図
面
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
産
業
課
（
☎
　
１
９
２
８
）

　
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
作

成
し
た
、
小
野
地
区
（
第
4
回
変
更
）

と
下
東
条
地
区
の
都
市
再
生
整
備
計
画

を
縦
覧
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
　
５
月
７
日
㈪
か
ら

※

縦
覧
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
縦
覧
場
所
　
ま
ち
づ
く
り
課
都
市
整

　
備
係

※

総
合
政
策
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
概

　
要
版
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ono.hyogo.jp/

p/1/8/11/1

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り
課
都

　
市
整
備
係
（
☎
　
１
８
８
４
）

　「禁煙したいけどできない…」「禁煙に何度もチャ
レンジしているが成功しない…」という方も多いの
ではないでしょうか？
　たばこをやめづらいのは、意志が弱いからではあ
りません。喫煙者の脳が「ニコチン」に支配されてい
るからです。
　禁煙成功の秘訣は、「正しい方法」で禁煙すること
です。禁煙開始には、禁煙治療や禁煙補助薬といっ
た医学的なサポートも有効です。ニコチンガムやニ
コチンパッチは薬局で購入できます。また、外来で
の禁煙治療に保険適応できる医院も増えています。
周囲のサポートや薬など上手に活用すれば必ず禁煙
できます。
　さあ、あなたもこの機会に禁煙を成功させて、健
康を維持しましょう。

たばこを吸いたくなったら…
冷たい水、お茶を飲む／深呼吸する／歯を磨く…

おすすめ

5月31日は世界禁煙デー
～この機会に禁煙への第一歩を～ 国

保
特
定
健
診

国
保
特
定
健
診
の
受
診
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

産
　
業

森
林
の
土
地
取
得
に
は
届
出
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

縦
　
覧

都
市
再
生
整
備
計
画
の
縦
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
し
、
健

康
を
維
持
す
る
た
め
に
「
特
定
健
診
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
40
歳

か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
、
必
ず
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　
本
年
４
月
１
日
現
在
で
、
国
保
に
加

入
さ
れ
て
い
る
対
象
者
に
、
５
月
中
旬
、

受
診
票
と
受
診
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
２
日
以
降
、
国
保
に
加

入
さ
れ
た
方
で
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ

る
場
合
は
、
市
民
課
国
民
健
康
保
険
係

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
特
定
健
診
を
す
す
め
る
理
由
◆

　
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
症
、
糖
尿
病

な
ど
）
は
、
自
覚
症
状
な
く
進
行
し
、

放
置
し
て
い
る
と
、
動
脈
硬
化
が
進
み
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
命
に
か
か
わ
る

病
気
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

年
に
１
回
の
特
定
健
診
を
受
け
る
こ

と
で
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
し
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
病
気
の
発

症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
受
診
率
が
悪
い
と…

◆

　
厚
生
労
働
省
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
今

年
度
の
特
定
健
診
目
標
受
診
率
は
、

65
％
で
す
。
目
標
に
達
し
な
け
れ
ば
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
（
75
歳
以
上
の
方
が
使
っ
た
医
療

費
に
対
し
小
野
市
の
国
保
加
入
者
が
負

担
す
る
お
金
）
が
増
額
さ
れ
、
そ
れ
が

国
保
財
政
を
圧
迫
し
、
保
険
税
の
値
上

げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
健
診
を
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
国
民
健
康

保
険
係
（
☎
　
１
４
６
９
）

　
５
月
末
か
ら
町
ぐ
る
み
総
合
健
診
を

実
施
し
ま
す
。
年
に
１
回
の
健
診
を
受

け
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
を
見
直
す

き
っ
か
け
に
、
そ
し
て
病
気
を
早
期
発

見
し
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

ぜ
ひ
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
健
診
内
容
が
さ
ら
に
充
実
◆

●
基
本
健
康
診
査
の
料
金
そ
の
ま
ま
で
、

　
血
液
検
査
項
目
に
腎
機
能
検
査
（
血

　
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
・
血
清
尿
酸
・
ｅ

　
Ｇ
Ｆ
Ｒ
）
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

●
都
合
の
良
い
時
間
に
受
診
で
き
る
健

診
日
を
１
日
追
加
し
ま
す
。

●
健
康
チ
ェ
ッ
ク
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
無

料
）
の
設
置
。
（
集
団
健
診
）

▼
日
時
・
場
所

【
集
団
】
左
記
「
健
診
日
程（
集
団
）」

【
個
別
】
６
月
１
日
〜
12
月
25
日
で
医

療
機
関
の
指
定
す
る
日
時

▼
申
し
込
み
方
法
　
「
広
報
お
の
」
３

月
号
と
一
緒
に
配
布
し
た
申
込
書
を

健
康
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
し
込
み
受
け
付
け
期
間
を
延
長
し

て
い
ま
す
。
申
し
込
み
後
、
約
１
か

月
で
、
健
診
セ
ッ
ト
が
届
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
健
康
課
（
☎
　
３
９
７
７
）

〜
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
〜

　
や
っ
と
自
分
の
自
由
に
な
る
時
間
が

で
き
た
と
感
じ
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
自
分
の
身
体
と
心
に
耳

を
傾
け
、
栄
養
に
つ
い
て
学
び
、
地
域

に
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

▼
期
間
　
６
月
〜
12
月
（
原
則
毎
月
第

１
・
３
水
曜
日
全
14
回
）
午
前
中

▼
場
所
　
兵
庫
県
社
総
合
庁
舎
（
加
東
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「
い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」

受
講
生
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

今
年
度
小
児
慢
性
特
定
疾
患
　
　
　
　

「
医
療
受
給
者
証
」の
更
新
交
付
申
請
　

町
ぐ
る
み
総
合
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

特定健診受診率の推移

年度 目標 小野市

20

21

22

23

24

30%

40%

50%

60%

65%

25.1%

20.8%

23.2%

  22.0%※

※見込み

健診日程（集団）

5月30日（水）
6月  2日（土）
 4日（月）
  9日（土）
 10日（日）
  15日（金）
16日（土）

7月11日（水）
12日（木）
18日（水）
19日（木）
20日（金）
21日（土）
29日（日）

月　日 場　所 対象地区
コミセンきすみの 来住

河合

市場

下東条

小野
大部

全地区

コミセンかわい

コミセンいちば

コミセン下東条

伝統産業会館

健診内容　※1

※1　詳細は3月に配布した「健診のご案内・申込書」またはホームページを参照
※2　過去に肝炎ウイルス検診を受けたことのない方
※3　過去にアスベスト関連工場で働いていたなどの理由で、アスベストにばく露した可能性のある方

検査内容対　　象健 　 診 　 名

基本健康診査
住民基本健康診査

特定健康診査

20～39歳、75歳～

40～74歳

がん検診ほか

尿検査、身体計測、
血圧測定、血液検査　
※心電図・眼底検査は医師が
　必要と判断された方

肺がん検診
胃がん検診

大腸がん検診

前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診
アスベスト検診

胸部レントゲン撮影
バリウムによるX線撮影

40歳～

50歳～（男性）
40～70歳※2
40歳～　 ※3

検便（2日分）による
便潜血反応検査

血液検査

胸部レントゲン撮影



暮
ら
し
の
情
報

小
野
ま
つ
り
・
太
鼓
教
室
・
国
際
交
流
協
会

お
知
ら
せ

募
集
・
催
し
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今
夏
、
姉
妹
都
市
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
リ
ン
ゼ
イ
市
か
ら
６
人
が
来
市

し
ま
す
。
こ
の
訪
問
団
員
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
と
な
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

▼
訪
問
団
員
の
み
な
さ
ん

▼
滞
在
期
間
　
７
月
24
日
㈫
か
ら
８
月

１
日
㈬
ま
で
の
９
日
間

▼
募
集
家
庭
　
６
家
庭

▼
募
集
期
間
　
５
月
１
日
㈫
か
ら
13
日

㈰
ま
で

▼
申
し
込
み
方
法
　
う
る
お
い
交
流
館

エ
ク
ラ
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

申
込
多
数
の
場
合
は
、
選
考
の
う
え

決
定
。

◆
初
級
ク
ラ
ス
◆

▼
日
時
　
５
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・

30
日
、
６
月
６
日
・
13
日
（
い
ず
れ

も
水
曜
日
）
20
時
か
ら
21
時
ま
で

▼
対
象
　
中
学
生
以
上
の
方
（
中
学
校

２
年
生
レ
ベ
ル
の
英
文
法
が
理
解
で

き
る
方
）

◆
中
級
ク
ラ
ス
◆

▼
日
時
　
６
月
11
日
・
18
日
・
25
日
、

７
月
２
日
・
９
日
・
23
日
（
い
ず
れ

も
月
曜
日
）
20
時
か
ら
21
時
ま
で

▼
対
象
　
中
学
生
以
上
の
方
（
中
学
校

３
年
生
レ
ベ
ル
の
英
文
法
が
理
解
で

き
る
方
）

◆
各
ク
ラ
ス
共
通
◆

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ 

　
サ
ー
ク
ル
室
Ａ
・
Ｂ

▼
講
師
　
マ
ー
ク
・
レ
イ
ン
さ
ん
（
市

内
小
学
校
英
語
指
導
助
手
）

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
６
回
４
，
５
０
０
円
（
当

協
会
会
員
は
、
４
，
０
０
０
円
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
う
る
お
い
交
流
館

エ
ク
ラ
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
受

講
料
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

入
金
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
、

受
講
料
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
伝
統
文
化
（
琴
や
茶
道
）
を

在
住
外
国
人
と
一
緒
に
体
験
し
ま
せ
ん

か
。

▼
日
時
　
６
月
24
日
㈰
13
時
30
分
か
ら

16
時
ま
で

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
２
０
３
号
室

▼
講
師
　
中
村
一
見
さ
ん
（
高
砂
市
邦

楽
協
会
会
長
）

▼
対
象
　
在
住
外
国
人
・
小
学
生

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
方
法
　
窓
口･

電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
、
事

務
局
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

国
際
交
流
協
会
だ
よ
り

６２　

６２　

☎
○
6
7
6
3
・
F
A
X
○
2
4
0
0

N
P
O
法
人
小
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

が
い  

こ
く  

じ
ん

に
　  

ほ
ん      

ご    

き
ょ
う  

し
つ

じ
ゅ   

こ
う     

せ
い     

ぼ    

し
ゅ
う

に   

ほ
ん     

ご

お
ぼ

ど  

よ
う

じ
ゅ   

こ
う  

り
ょ
う

と   

ち
ゅ
う

も
う

じ
ゅ
う 

し
ょ

し
　
め
い

で
ん
　
わ
　
ば
ん   

ご
う

し

こ

ほ
う   

ほ
う

ま
ど  

ぐ
ち

で
ん    

わ

さ
ん
　 

か

か
い

え
ん

へ
い  

じ
つ

に
ち
　
じ

に
ち
　
じ

ば
　
し
ょ

た
い
し
ょ
う

お
　 

の
　   

し

き
ん 

こ
う

ざ
い

じ
ゅ
う

ざ
い
き
ん

が
い  

こ
く 

じ
ん せ

い  

か
つ

に
　
ほ
ん

か
い   

て
き

ま
い
し
ゅ
う 

げ
つ
よ
う
　
び

た

じ
　
む
き
ょ
く

そ
う
だ
ん

こ
う
り
ゅ
う
か
ん

か
い

し
つ

よ
う  

び

き  

ぼ
う

か
た

　
外
国
人
の
み
な
さ
ん
、
日
本
語
を

覚
え
て
、
日
本
で
の
生
活
を
快
適
に

し
ま
せ
ん
か
。

◆
土
曜
ク
ラ
ス
◆

▼
日
時
　
５
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、

６
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
、

７
月
７
日
・
14
日
　
19
時
か
ら
21

時
ま
で

◆
平
日
ク
ラ
ス
◆

▼
日
時
　
毎
週
月
曜
日
　
15
時
か
ら

17
時
ま
で

※

そ
の
他
の
曜
日
を
ご
希
望
の
方
は
、

事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

２
階
サ
ー
ク
ル
室

▼
対
象
　
小
野
市
と
そ
の
近
郊
に
在

住
・
在
勤
の
外
国
人

▼
受
講
料
　
１
回
２
０
０
円

※

途
中
か
ら
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
　
窓
口
・
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

第
22
回
姉
妹
都
市
親
善
訪
問
団
の
　

受
け
入
れ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
語
教
室
の
受
講
生
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

英
会
話
教
室
の
受
講
生
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
の
た
め
の
国
際
交
流
事
業

「
琴
・
茶
道
体
験
」の
参
加
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミシェル ホワイトヘア アンドレス アリオラ ニコル シャイロ

ヴィネッサ アンカルタル レスリー マルティネス マリアナ ギテレス
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太
鼓
教
室

「
ふ
る
さ
と
太
鼓
子
ど
も
教
室
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
野
市
に
伝
わ
る
歴
史
・
民
話
を
も

と
に
創
作
さ
れ
た
曲
を
演
奏
し
な
が
ら
、

和
太
鼓
の
リ
ズ
ム
・
振
付
な
ど
を
学
び

ま
す
。

▼
開
講
式
　
５
月
19
日
㈯
13
時
か
ら
15

時
ま
で

▼
教
室
期
間
　
６
月
２
日
か
ら
８
月
25

日
ま
で
（
毎
週
土
曜
日
）
13
時
か
ら

15
時
ま
で

※

発
表
会
は
、
小
野
ま
つ
り
で
行
い
ま

す
。

▼
場
所
　
中
番
小
学
校
体
育
館

▼
対
象
　
小
学
校
４
・
５
・
６
年
生

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
　
３
，
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

に
記
載
の
う
え
、
コ
ミ
セ
ン
お
の
、

ま
た
は
小
野
市
観
光
協
会
事
務
局

（
観
光
課
内
）
ま
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
（
申
込
用
紙
は
、
申
し
込
み

先
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。）

▼
申
し
込
み
期
限
　
５
月
14
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
播
州
小
野
太
鼓
　
小
林

  

（
☎
０
９
０－

３
６
７
２－

４
８
９
２
）

小野まつり関連情報

　昨年、県内外から123チーム、約2,600人が
参加した県内最大級のダンスイベント「おの恋お
どり」で、あなたも踊りませんか。

おの恋おどり

んな恋恋！小野で愛たい踊り隊 募集

　「のど自慢大会」（8月18日開催）の出場者を
募集しています。詳しくは広報「おの」4月号、
うるおい交流館エクラに備え付けの募集要項な
どをご覧ください。

　　　　のど自慢出場者決定抽選会・説明会は、
　　　　6月24日（日）14時から、うるおい交
　　　　流館エクラで開催します。

　スポンサーにはうちわ裏面の一部に広告ス
ペースを提供します。ご協力をお願いします。

　　　　　6月22日（金）
申し込み・問い合わせは観光課（☎63-1929）まで

●申し込み・問い合わせ先●

　小野まつり実行委員会事務局
　（NPO法人 北播磨市民活動支援センター）
　Eメール：onomatsuri@ksks-arche.jp

の恋おどり講習会 参加者募集

小野まつり「うちわ」

※おの恋おどり出場チーム募集および講習会募集
の詳細は、うるおい交流館エクラに備え付けの
チラシをご覧ください。

お

み

のど自慢大会

開催日 8月19日（日）

大池総合公園、うるおい交流館エクラほか

まつり運営協力金１人500円
※中学生以下は無料

所定の申込書に記入のうえ、
事務局へ申し込みください。

5月13日（日）14時30分から、うるお
い交流館エクラで開催します。

8月18日・19日開催

場　所

参加料

申　込

説明会

6/30　　まで!

5月20日、6月3・17日、7月8・22日、
8月5日（全て日曜日）10時から
※リハーサルは8月18日

1,000円（4か月分）

6月17日（日）の講習会当日まで受付

日　時

講習料

申　込

場申し込み締め切り迫る！出

作スポンサーを募集しています製

申込締切

5/20　　   まで!

説明会

※必着

　気軽に「おの恋おどり」の雰囲気を楽しもう！

※必着

◇のど自慢事務局
　☎63-8156
　FAX 62-2400

◇おの恋おどり事務局
　☎ 64-8650
　FAX 62-2400
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施 設
だ よ り

　
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
２

施
設
に
お
け
る
飲
料
水
自
動
販
売
機
の

設
置
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
設
置
場
所
　

①
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
２
台
）

②
小
野
八
ヶ
池
自
然
公
園
（
１
台
）

▼
設
置
期
間
　
６
月
１
日
㈮
か
ら
来
年

３
月
31
日
㈰
ま
で

※

以
後
１
年
更
新
と
し
、
最
大
４
年
10

か
月
設
置
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
期
間
　
５
月
１
日
㈫
か
ら

15
日
㈫
ま
で

▼
設
置
者
決
定
方
法
　
見
積
書
な
ど
に

よ
る
総
合
評
価
落
札
方
式

▼
申
し
込
み
方
法
　
見
積
書
な
ど
所
定

の
様
式
に
納
税
証
明
書
な
ど
必
要
書

類
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

財
政
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
募
集
要

項
お
よ
び
申
し
込
み
様
式
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ono.hyogo.jp/

p/1/8/15/

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
財
政

課
管
財
係
（
☎
　
１
０
１
４
）

飲
料
水
自
動
販
売
機

飲
料
水
自
動
販
売
機
の

設
置
者
募
集

看護師（正規職員）募集

昭和42年4月2日以降に生まれた方で、看護
師免許を有する方

資格

○面接試験　○作文試験

※詳細は、総務課人事係、市民病院総務課で配布する募
　集要項やホームページをご覧ください。

選考方法

嘱託・非常勤・臨時職員も募集中！
勤務時間などは要相談。お気軽に問い合わせください。

平成24年度採用

市民病院総務課（☎63-2020）申し込み・問い合わせ

6月28日（木）
8月23日（木）

5月1日（火）～6月22日（金）
7月2日（月）～8月17日（金）

試 験 日 受 付 期 間

市民病院は、平成25年10月北播磨総合医療センター
に生まれ変わります。オープンに向け、私たちと一緒
に働きませんか。

おの夢館おの夢館
上本町94番地（☎・FAX 63-2126）

期　間　

時　間

5月1日(火)
～31日（木）
10：00～17：00
（水曜休館）

見に
   行こう!

おの夢館（播州カフェ）の
                            展示コーナー

　おの夢館（播州カフェ）では、山形豊子さん（神
戸市垂水区）の「『和』の手作り作品展」を開催しま
す。皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひお立ち寄り
ください。

好古館好古館
西本町477番地（☎63-3390・FAX63-3462）

日　時　

入館料

5月20日(日)まで
9：30～17：00（月曜休館）
高校生以上200円､小中学生100円

　節句人形や春の花を描いた絵画作品などを一
堂に展示しています。

※団体割引あり、ココロンカード持参の小中学生は無料
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５
月
か
ら
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー（
ゆ
ぴ
か
隣
接
施
設
）で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う
ご
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
「
花
・
ハ
ー
ブ
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
５
月
９
日
㈬
ま
た
は
23
日
㈬

13
時
か
ら
15
時
30
分
ま
で

※

受
付
さ
れ
た
方
か
ら
順
次
、
作
品
を

制
作
（
作
業
時
間
１
時
間
程
度
）

▼
内
容
　
竹
ポ
ッ
ト
で
多
肉
植
物
の
寄

せ
植
え
を
作
り
ま
す
。

▼
講
師
　
藤
川
宮
野
さ
ん
、
藤
本
和
子

さ
ん

▼
参
加
料
　
５
０
０
円

▼
定
員
　
20
人

▼
日
時
　
６
月
７
日
㈭
ま
た
は
21
日
㈭

13
時
か
ら
15
時
30
分
ま
で

※

受
付
さ
れ
た
方
か
ら
順
次
、
作
品
を

制
作
（
作
業
時
間
１
時
間
程
度
）

▼
内
容
　
旬
の
花
で
寄
せ
植
え
を
作
り

　
ま
す
。完
成
後
は
ハ
ー
ブ
ヒ
ル
ズ（
観 

　
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内
カ
フ
ェ
）
特
製

　
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
お
召
し
上
が
り
く

　
だ
さ
い
。

▼
講
師
　
栗
山
千
惠
子
さ
ん
、
松
井
好

子
さ
ん

▼
参
加
料
　
１
，
０
０
０
円
（
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
代
を
含
む
）

▼
定
員
　
20
人

▼
申
し
込
み
方
法
（
共
通
）
ま
ち
づ
く

り
課
都
市
整
備
係
（
☎
　
２
１
８
２
）

ま
で
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
　
６
月
２
日
か
ら
８
月
４

日
（
毎
週
土
曜
日
）
19
時
か
ら
21
時

ま
で

▼
場
所
　
大
池
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
一
般
男

女
で
初
心
者
か
ら
初
級
者

▼
定
員
　
25
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
５
，
０
０
０
円
（
ス
ク
ー

ル
初
日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）　

▼
申
し
込
み
期
間
　
５
月
10
日
㈭
か
ら

25
日
㈮
ま
で

▼
申
し
込
み
方
法
　
市
総
合
体
育
館

（
ア
ル
ゴ
）
窓
口
へ
直
接
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
テ
ニ
ス
協
会
奥
田

　（
☎
０
９
０－

７
４
９
１－

０
９
７
２
）

▼
開
催
日
時
　
６
月
３
日
㈰
か
ら
10
月

14
日
㈰
ま
で
計
10
回
　
９
時
30
分
か

ら
11
時
30
分
ま
で

▼
場
所
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園

▼
対
象
　
①
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
親

（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
入
さ
れ
て

い
な
い
小
学
生
）②
35
歳
以
上
の
一

般
男
女

▼
受
講
料
　
①
小
学
生
と
そ
の
親
３
，

５
０
０
円
②
一
般
３
，
０
０
０
円

※

傷
害
保
険
料
を
含
む

▼
申
し
込
み
方
法
　
５
月
31
日
㈭
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
練
習
初
日

で
も
可
）。

▼
そ
の
他

○
６
月
３
日
㈰
か
ら
、
練
習
し
ま
す
の

で
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
小
学
生
は
４
号
ボ
ー
ル
、

一
般
は
５
号
ボ
ー
ル
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
ス
パ
イ
ク
使
用
可
。

○
雨
天
の
場
合
、
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園

で
申
込
受
付
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

○
駐
車
場
は
、
第
２
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

サ
ッ
カ
ー
協
会
　
井
上
（
☎
０
９
０

－

８
９
８
６－

７
７
２
４
）

◯63

◯63

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

「
花
・
ハ
ー
ブ
講
習
会
」を
開
催

ス
ポ
ー
ツ

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
の
参
加
者
募
集

第
11
回 

エ
ン
ジ
ョ
イ
サ
ッ
カ
ー

ス
ク
ー
ル
の
参
加
者
募
集
　
　

5
月
の
講
習
会

6
月
の
講
習
会

浄土寺裏山あじさいウォーク のハートフルウォーキングデー

国宝浄土寺の裏山
に咲き誇るあじさ
いを楽しもう！

日時

集合 大池総合公園
（神戸電鉄小野駅から徒歩約20分）

●駐車場：大池総合公園
●参加料：無料
●持ち物：水分補給用ドリンクなど
●問い合わせ先：体育保健課
　　　　　　　　（☎63-2591）

◆コース（10㌔）
　大池総合公園 → 浄谷北池 → 浄土寺裏山四国八十八カ所霊場巡り →
　→ 大池総合公園

6月

6月23日（土）　
9：30～（受付9：00）※小雨決行

企画展「春の花＆勢ぞろい節句人形展」好評開催中！

昭
和
12
年
の
節
句
飾
り
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無料
上映

小野シネマゴールドカード発売中！

　1枚で小野名画劇場上映
作品すべてを鑑賞できる
「小野シネマゴールドカー
ド」を発売中です。5月19日（土） 

❶10：00～
❷13：00～
❸16：00～

■ 市民会館イベント情報　｜■ 市民会館イベント情報　｜ 王子町806番地の1（☎63‐1020・FAX63‐1138）

市内のコミセン情報市内のコミセン情報

「陶芸作品展示」あお陶遊館アルテ
              

4/30～5/12

5/14～26

日　程

「第7回小野陣屋まつり写真展」小野地区地域づくり協議会
     

展 示 内 容

◆市民ギャラリー展示案内

施 設
だ よ り

王子町806番地の1（☎63‐1020・FAX63‐1138）コミセンおの

　　　6月15日、7月20日、8月17日（いずれ
も金曜）13：30～15：30　　　10人程度
　　　1,000円※材料費別　　  5月21日（月）

詳しくは、各コミセンに問い合わせください。

敷地町1570番地（☎63‐6100・FAX 63‐6101）コミセンおおべ

◆「プリザーブドフラワー※教室」受講生募集

※プリザーブドフラワー：長期間保存できる加工された花

日 時

受講料 締 切
定 員

「図書館協議会の委員（6月改選）」募集

　図書館のこれからについて、建設的なご意見を
提案くださる方をお待ちしています。「工作教室」申し込み受け付け中

1枚2,000円　　　　　　
※小野名画劇場当日券は700円
①家族、友人などに貸借できます。
②小野シネマナビの当日券（800円）
　が500円で購入できます。
　小野シネマナビは、8月と来年1～3月実施。
市民会館、各コミセン、エクラ、 好
古館、図書館

小野名画劇場　幕開け！「グレン・ミラー物語」

 6月9日（土）　◇「阪急電車　片道15分の奇跡」
10：00～　  　  ◇「エデンの東」

6月の小野名画劇場

1954年　アメリカ　　監督：アンソニー・マン
出演：ジェームズ・スチュワート、ジューン・アリソンほか

価　　格　

日　時　 職務内容

応募資格

募集人員
任　　期
応募方法

応募期限
選考方法

問い合わせ先

場　所
対　象

内　容
申し込み方法

特　　典

発売場所

5月13日(日)10：00～11：00
図書館2階　児童閲覧室
市内在住の4歳～小学校3年生
（先着15人）
折り紙や簡単な工作
　　図書館窓口カウンターで申し込みく
ださい。（電話でも受け付け可）
※工作に必要な道具は図書館が用意します。

5月のお話会
5日（土）
12日（土）
19日（土）
26日（土）

10：30～
14：00～・14：40～
10：30～
14：00～・14：40～　

5月の休館日

22日（火）

図書館が行うサービスに関して、必要な
事柄を審議していただきます。
市内在住で、図書館活動に興味があり、
年3回の協議会にすべて参加できる方
2人
今年6月27日～平成26年6月26日
応募動機を400字詰め原稿用紙1枚程度
にまとめ、図書館事務所へ直接提出して
ください。
5月16日（水）18時まで
応募者多数の場合は、図書館で選考の
うえ、決定させていただきます。
　　図書館（竹内・斎藤・中上）

図書館図書館
中島町64番地（☎62-0456・FAX62-0606）
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短期講座生募集  
～「フクロウ」づくり～

【1回目】6月6日（水）
【2回目】6月9日（土）
両日とも9：30～12：00
※どちらも内容は同じです。
あお陶遊館アルテ
各回10人
（応募多数の場合は抽選）
1,500円
（市外の方2,200円）　　　
　　5月5日（祝）～25日（金）
　　陶遊館アルテ窓口に備え付けの
申込用紙に必要事項を記入のうえ、
申し込みください。

あお陶遊館アルテあお陶遊館アルテ
粟生町1816番地の7（☎・FAX66-7789）

「でまんど・チャイコム♪」参加者募集

　人工芝の広い運動場でおもいきり体を動かし
て、親子で季節を感じながら遊びませんか。
　児童館からデマンドバスに乗って行き、参加
することもできます。

児童館チャイコム児童館チャイコム
浄谷町2859番地（☎・FAX63-8588）

5月8日（火）10：30～11：30
八ヶ池龍翔ドーム
子育て中の親子
100人（先着順）
※デマンドバス利用者は先着10人
米山清美さん
（にしのみやあそび場つくろう会代表）
無料
※デマンドバス（大人往復200円）
水筒・タオル
　　児童館備え付けの申込用紙に必
要事項を記入のうえ、申し込みくだ
さい。（ファクスも可）

みんな
　来てね！

日　時　

日　時　

場　所
定　員

受講料

申し込み期間
申し込み方法

場　所
対　象　
定　員

講　師　

参加料

持ち物
申し込み方法

　福をよぶといわれるフクロ
ウを手作りしてみませんか。

　新しく室内遊具が
仲間入りしました。
　きみもちびっこ消
防士になろう！

児童館チャイコム予定表（5月）
【ふれあいタイム】月～金（11：00～11：30）遊戯室
【つどいの広場】月・金・土（10：00～15：00）集会室

《遊戯室》11：00～11：30
ふれあいタイム・パパサタサロンなど

日
《集会室》10：00～15：00
つどいの広場・エコ工作など

5/1
2
3
4
5
6

7

8

9
10
11

12

13

14

15
16
17
18
19
20

21

22
23
24

25

26
27
28
29
30
31

（火）
（水）
（木）
（金）
（土）
（日）

（月）

（火）

（水）
（木）
（金）

（土）

（日）

（月）

（火）
（水）
（木）
（金）
（土）
（日）

（月）

（火）
（水）
（木）

（金）

（土）
（日）
（月）
（火）
（水）
（木）

          ̶
          ̶

          

          ̶

          ̶
          ̶
 おしゃべりタイム（10：30～）

          ̶
          ̶
          ̶

          

          ̶
          ̶
          ̶

          ̶
          ̶
          ̶
 （都合により変更する場合があります）

ミニビデオシアターを楽しもう
ミニビデオシアターを楽しもう

親子で自由あそび

親子で自由あそび

選んで遊ぼうコーナーあそび
みんなであそぼうリズムにのって
母の日のプレゼントを作ろう

親子で自由あそび

親子で自由あそび

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ）
にこにこ子育て相談（9：45～11：00）
みんなで体操1.2.3
親子で自由あそび
お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）
親子で自由あそび

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ）
みんなであそぼうリズムにのって
みんなで体操1.2.3

親子で自由あそび

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）
親子で自由あそび
親子で自由あそび
みんなであそぼうリズムにのって
選んで遊ぼうコーナーあそび
みんなで体操1.2.3

でまんど・チャイコム♪
「親子で季節を感じながら遊ぼう」
龍翔ドーム (10：30～11：30）※申込者対象

パパサタサロン
「母の日のプレゼントを作ろう」

みんなでお祝い
ハッピーバースデー

エコ工作を楽しもう

ほっと☆mamカフェ
～0歳児・ほのぼのひろば～（10：30～11：00） 

エコ工作を楽しもう

エコ工作を楽しもう

エコ工作を楽しもう
エコ工作を楽しもう

エコ工作を楽しもう
エコ工作を楽しもう

「指でクルクル・パステルアート」
（10：30～11：30）※申込者対象

おしゃべりタイム（10：30～）

おしゃべりタイム（10：30～）

5月生まれのお友だち集まれ！
（10：00～10：30）　　　　　　　　　　

ふれあいマッサージ
（10：30～）※申込者対象　　　　　　

消防車チャイコム号であそぼう！

・・
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5月の休館日　22日（火）
--

エクラキッズ事業
わくわく人形劇「いっすんぼうし」

小さな男の子「いっすんぼうし」の活躍
を、人形劇でお楽しみください。
◆場　所　大会議室
◆入場料　700円（キッズ会員 500 円）
※必ず成人が同伴のうえ入場してください。

好評
発売中

5月 27日（日）11：30 開演

2012ガル・コンサート第1弾
アコーディオンによる
 「モーニングコンサート」

異国情緒あふれるアコーディオンの魅力をたっ
ぷりとお届けします。
◆出　演　かとうかなこ（クロマチックアコーディオン）ほか
◆場　所　エクラホール
◆入場料（自由席）　前売 500円、当日 550円
※未就学児童の入場不可

好評
発売中

6月 19日（火）10：30 開演

みんなで創る市民参画型イベント
ピアノマラソンⅧ

7月 8日（日）10：00～（予定）

参加者
募集

◆募集人数　70人（組）　
◆参 加 料　500円
◆募集開始　5月1日(火) 9：00～※先着順
※詳しくは事務局まで問い合わせください。

◆講　師　森田ゆりさん
　　　　　（エンパワメント・センター主宰）
◆募集定員　150人（先着順）
◆場　所　大会議室
◆参加料　無料
◆託　児　無料（要予約・定員10人・1歳～小学校 3年生）
◆締め切り   6 月 15 日（金）
◆申し込み・問い合わせ先
　　　　　センター事務局（☎62-6765）

悲劇がくり返され、増加する一方の子どもや女性
に対する虐待やDV。子どもたちが健やかに成長
し、安心して暮らせる社会づくりのために、それ
ぞれの立場で何ができるのか、みんなで考えてみ
ませんか。教育関係者や子育て世代の方はもちろ
ん、孫育て世代の方々もぜひご参加ください。

「子どもたちが安心して暮らせる社会
 ～DVや児童虐待予防にむけて私たちにできること～」

詳細は右表の通り
◆場　　所　大会議室ほか
◆定　　員　30人
◆締め切り　各回の1週間前
◆託　　児　無料
（要予約・定員あり、1歳～小学校3年生）

子育て中の方を応援しながら、子どもの発達を見守り、自分自身も成
長していく。そんなボランティア活動をはじめてみませんか？
子育てのヒントも満載のこの講座。子育て中の方もぜひどうぞ。

講座終了後、希望される方はエ
クラ託児ルームのサポーター、
託児サークル「このゆびと～ま
れ♪」の会員として、登録および
活動ができます。

いっこく堂スーパーライブ in エクラ

7月 14日（土）　①11：00～②14：00～
◆出　演　いっこく堂（腹話術師）
◆場　所　エクラホール

●○ 小野市男女共同参画センター 講演会 ○●

6月 23日（土）14：30～16：30

託児サポーター養成講座
参加者募集

第
１
回

第
２
回

第
３
回

日　　　程 内　　容　・　講　　師

「子どもとの信頼関係を高めよう
 ～子どもとの接し方と遊びのいろいろ」
講師：東寛子さん
　　　（兵庫県認定 音楽療法士・医療保育専門士）

「学ぼう！心肺蘇生法とAED」
講師：小野市消防職員
協力：応急手当普及員友の会いっぽ

「今どきの子育てから学ぶもの」
講師：森脇登志子さん
　　　 （両親教育インストラクター）

5/29（火）
10：00～ 12：00

6/5（火）
10：00～ 12：00

6/11（月）
10：00～ 12：00

★好評につき、
　チケットは完売しました。
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相談名 相談日時 相談場所 相談内容 担当課（電話番号）

市民サービス課相談室

生活上の問題・行政に関する相談

弁護士による法律的な解釈が
必要な問題など

一

般

相

談

障
が
い
者
相
談

子

ど

も

相

談

女
性
相
談

コミセンおの302号室

コミセンおの304号室

生活環境グループ

第2庁舎第1会議室

人権に関すること

小野市民病院
地域医療室内医療福祉相談室

医療福祉に関する悩みなど

商品や契約の苦情に関する問題

農地に関すること

介護・認知症に関する相談など

うるおい交流館エクラ
事務室

生活上の問題

福祉事務所相談室 生活上の悩みなどの母子の
自立に向けた相談

小野市民病院
医療福祉相談室

看護師による
「医療に関する悩み」など

市民安全部
ヒューマンライフグループ

いじめ、虐待、DV、セクハラなど
いじめ相談

小野警視派出所2階 法律問題全般に関すること

子どもの健康・栄養・発達に
関すること

体のこと・性のこと

適応教室 不登校に関して、電話と面接相談
で応じます

来住保育所
（小野市地域子育て支援センター）

乳幼児の子育ての悩みなど

うるおい交流館エクラ
相談室

女性が抱えるさまざまな問題
※託児可能（要予約・無料）

保健センター

福祉総合支援センター
研修室

生計、職業、住宅、家族の悩みなど

福祉総合支援センター 障がい者（児）の日常生活に
おける相談

福祉事務所相談室 家庭環境、子育ての悩みなど
（養護、虐待など）

子育てに関すること

特に発育・栄養に関すること
児童館チャイコム

日常生活上での悩みごと

①福祉総合支援センター
②福祉事務所相談室

福祉総合支援センター

バリアフリー化など住宅改造に
関すること

市民サービス課
63-1013

人権啓発推進グループ
63-1243

小野市民病院
63-2020 内線188

生活環境グループ
63-1686

地域包括支援センター
63-2174

農業委員会
63-2266

社会福祉協議会
63-2575

障害者地域生活・相談支援センター
63-1098

子育て支援課
（家庭児童相談室）
63-1645

児童館チャイコム
62-7020

保健センター
63-3977

来住保育所
（小野市地域子育て支援センター）

62-8428

男女共同参画センター
相談専用電話
63-8250

小野市民病院
63-2020 内線188

国際交流協会事務局
62-6763

いじめ担当グループ
62-4110

小野交通安全協会事務局
62-1410

法　律

市民・行政

要予約

人　権

特設人権

要予約

要予約

あんしん窓口

消費生活

農　地

高齢者総合相談

ふれあい福祉相談

障がい者総合相談

精神障がい者

知的障がい者

身体障がい者

児　童

子育て電話相談

にこにこ
子育て相談
子育て

安心ダイヤル
思春期

ホットダイヤル

不登校相談

子育て相談

女性のための相談

母子自立

いじめ等相談窓口
（ＯＮＯひまわりほっとライン）

法律相談

外国人生活相談

面接相談は要予約

女性のための
医療相談　　　

要予約

要予約

要予約

税務相談 第2庁舎第1会議室 税金に関すること
近畿税理士会・
社支部事務局  
0795-48-2055

社会福祉課障がい福祉係
63-1011

子育て支援課
63-1645

お気軽にご相談ください。相談窓口相談窓口相談窓口 相談日が祝・祭日と重なるときは、休ませていただく場合があります。

適応教室
63-4175

月～金曜日
9：00～17：00

5月9日（水）・23日（水）
13：30～16：00

予約は1日の9時から受付します

5月16日（水）
13：30～15：30
5月1日（火）

10：00～15：30

5月9日（水）
10：00～14：00

月～金曜日
9：00～12：00・13：00～16：00

月～金曜日
9：00～17：00

（消費生活相談員による相談は月・水・金）

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
9：00～17：00

火・木曜日
9：00～12：00
（3日は休みます）

月～金曜日
9：00～17：00
5月20日（日）

10：00～12：00
5月17日（木）

10：00～12：00
5月18日（金）

13：00～15：00

月～金曜日
9：00～16：00

月～土曜日
10：00～17：00
5月16日（水）
9：45～11：00

月～金曜日
9：00～16：30

月～金曜日
13：00～17：00

月～金曜日
9：00～16：00
（3・4日は休みます）

木曜日

月～金曜日
9：00～17：00
（3・4日は休みます）

木曜日
13：30～16：00
（3日は休みます）

水曜日
13：00～16：00
（2日は休みます）

月～金曜日
9：00～17：00

毎月第1土曜日
13：00～16：00

5月17日（木）
13：00～16：00
※受付は15：30まで

（電話相談） 　9：30～11：30
（面接相談）13：00～16：00

（3日は休みます）

①高齢介護課（63-1060）
②社会福祉課（63-1011）

要予約住宅改造
①高齢者向
②障がい者向
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　大坂町奉行所の名与力だった大
塩平八郎（中斎）が天保8（1837）
年2月、同志・門弟らとともに決
起した、いわゆる「大塩平八郎の
乱」。江戸後期の幕藩体制を揺る
がせ、明治維新に向かううねりの
先触れとの評価もあるこの乱に、
小野から参加した青年がいた。大
砲まで撃ち放す市街戦となったが、

わずか半日で鎮圧された。青年、掘井儀三郎
は逃走するが、奈良で捕えられ、刑死した。
同年5月10日（旧暦）のことだ。今月は命日に
ちなみ儀三郎をしのぼう。
　儀三郎に関する伝記の類は
ない。わずかな手がかりの一
つは、出身地（河合西町）に近
い青野ヶ原に立つ招魂碑だ。
その碑文によると、文化14
（1817）年生まれで、8歳から
地元の僧侶や医師らに字や書
を習い、天保5（1834）年、大
塩の私塾「洗心洞」の門弟と
なった。ただ、高名な歴史学
者、幸田成友の名著「大塩平八
郎」は同7年の入門とする。
　同書はまた彼を「百姓の倅」と記すが、並の
百姓の倅が子どものころから学問を学び、さ
らに大坂の塾に遊学できるはずがない。子孫
の掘井陽彦さん（60）＝河合西町在住＝による
と、「掘井家の先祖は堀井城の城主。江戸時
代は庄屋で、地主だった」そうで、裕福な農家
だったようだ。
　ちなみに天保4年、加古川筋に大規模な一揆
が起き、一族の与七郎家（酒造、金貸し、干鰯
屋）も襲われた。この一揆は米価高騰を受けた
米の買占めを阻もうとするものだった。「小野
市史」はこの一揆を「関東・東海地方よりも早い
時期に発生した世直し一揆」と評価している。

これを身近に見聞したことが儀三郎が大塩塾に
入門する一因となったという見方もある。
　興味深いのは、大塩がこの一揆に関心を寄せ
ていたことだ。大坂町奉行所は大坂近郊の藩領
や旗本領などの領域を越える広域行政も担って
おり、与力時代の大塩は加東郡の「三草山争
論」を担当するなど東播地方の事情に通じてい
たという。
　さらに、大塩は4年後輩の与力、内山彦次郎
をライバル視しており、彼の不正・疑惑を糾弾
することも決起の一因だったらしい。例えば天
保の大飢饉で困窮する庶民をよそに、内山は大

坂西町奉行の命で兵庫津で
買った米を江戸に送り、大塩
の反感を買った。
　さて、大塩の乱に話を戻そ
う。入門後の儀三郎は大塩塾
に寄宿し、平八郎の身近に仕
えていたという。このため平
八郎の思想信条、人格により
魅かれていたのだろう。決起
の際は先備、中備、後備の三
段構えの陣容の中で中備のう
ちの一隊の組頭を務めたよう
だ。

　小野に残る儀三郎の史料（資料）は、招魂碑
ぐらいしかなく、ぜひにも現物が見たくて、
掘井さんに案内していただいた。碑の場所は
陸上自衛隊青野原駐屯地の演習場内で、「関係
者以外立ち入り禁止」。碑は生い茂る草木の中
にひっそり建っていた。
　掘井一族の堀井（河合）半介（当時、加東郡
長）らが明治13（1880）年に建立。ところどこ
ろ苔むす碑文を見ながら、「義挙」に投じた21
歳の青年に思いをはせた。
（なお、掘井儀三郎の姓名については「堀井」
「義三郎」という混同・混用があるが、今回は
「小野市史」の表記に拠った。）

青野ヶ原に立つ掘井儀三郎の招魂碑

Ｓ○

小野から「大塩の乱」に参加
掘井儀三郎をしのぶ

ほし  か
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保育所（民間）だより

小野中学校運動場と周辺施設が完成

　小野中学校の運動場と周辺施設が3月末に完成し、
2年半に及んだ新校舎建設に関係する全ての工事が終
了しました。運動場は、約13,000平方㍍と以前より
も広く、野球・ソフトボールのバックネット、高さ10
㍍の防球ネット、砂場、国旗掲揚柱も新しくなり、周
辺には天然芝も植えられています。また、北側にはテ
ニスコート4面と2階建ての部室も建てられました。
　新しい運動場やテニスコートでは、さっそく元気に
運動する生徒の姿が見られました。

仲良く、元気に遊ぼう！ まっすぐに、たくましく

　新しい年度がスタートして、はや1か月。
　三輪車の後ろにお友達を乗せて「ゴー！
ゴー！」。思い切りペダルを踏んで、広い運
動場を一周です。
　大きいお友達が小さいお友達の世話をしな
がら、大好きな遊具で仲良しのお友達と笑顔
いっぱい、元気いっぱい楽しんでいます。

　日差しも暖かくなり、春らしくなった4月
の歩く日。園の近くの野原へつくしを採りに
出かけました。
　「あった！あった！」「ぼくのつくし、背が
高いよ」「いっぱい採れた～♪」と大喜び。
　ぐんぐんと大きくなるつくしのようにまっ
すぐに、たくましく成長している、下東条中
央保育園の子どもたちです。

小・中学校だより
小野中学校編

下東条中央保育園白百合保育園

野球のバックネット ソフトボールのバックネット 2階建ての部室

テニスコート（4面）
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松井君は後列左＝代表集合写真（ドイツで）
《全日本柔道連盟提供》

　小野交通安全協会から交通安全ランドセルカバーを、小野防犯協会
から防犯啓発オリジナル下敷きを、新小学校1年生のためにそれぞれ
530個、寄贈していただきました。

　国宝浄土寺前に観光交流施設「きよたにいっぷく堂」がオープンし
ました。建物は、木造平屋建て約230平方㍍で、玄関の回廊部分に
は朱色の円柱を配し、浄土寺
を模した外観になっていま
す。運営は、地元住民ら20
人が担当。地元産のジネン
ジョを使った「とろろ飯」など
を提供しています。オープン
当日は、天気にも恵まれ、多
くの方々で賑わいました。　
　　　　　　　　（観光課）

3時間
耐久

　ひまわりの丘公園特設コース
で、職域対抗三輪車3時間耐久
レースが開かれました。午前には
予選があり、正午から決勝がス
タート。市内の事業所など26
チームが三輪車を3時間こぎ続
け、周回数を競いました。
　実況解説は、Kiss-FMでおなじ
みのターザン山下さんが担当。会
場には、フリーマーケットや流氷
の展示などもあり、多くの入場者
で賑わいました。
　　            （小野商工会議所）

　沖縄コンベンションセンターで開催された
沖縄国際映画祭で、“おの恋”CM（小野市
CM）やCMメイキング映像を放映し、“おの
恋”を世界へPRしました。残念ながらグラン
プリを獲得することはできません
でしたが、インターネットによる
事前投票では、全国第6位でした
（900件中）。ビデオレターの作
成・投票、“おの恋”CMの作成・投
票と様々な場面で応援いただき、
本当にありがとうございました。
　　　　　　　　　　（観光課）

　小野中学校の3年生で柔道部の
松井海斗君が、ドイツ・ブレーメ
ンで開催された「2012年ブレー
メン国際大会」（17歳以下の部）
に90㌔級唯一の日本代表として
出場しました。
　松井君は、昨年夏の全国中学
校柔道大会で活躍するなど、実
力が認められ、今回の出場メン
バーに選ばれました。試合結果
は、残念ながら初戦敗退となりま
した。

3/２４
ドイツ

3/２５
浄谷

3/２０
浄谷

3/２３
王子

3/２５
沖縄

国際大会に出場
小野中柔道部 松井君

職域対抗
三輪車レース

きよたにいっぷく堂オープン

交通安全ランドセルカバーと
防犯啓発オリジナル下敷きの寄贈

“おの恋”CMで小野市を世界へ発信
第4回沖縄国際映画祭 JIMOT CM COMPETITION
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とうはん

　小野陣屋まつりで小学生が「お茶はいかがですか」とコミセンおの
分館「よって吉蔵」（商店街の寺子屋）の入口で、お茶席券を売ってい
ました。
　児童は、寺子屋で学んだお
茶を披露しようと一生懸命お
客に茶を点じ、接待していま
した。
　お茶席の横には、お雛様が
飾ってあり、お客さんは、春
を感じながらお茶を味わって
いました。（下東条小学校区
藤原登代子さん）

　「小野東小学校子ども安全見守り隊」の方々に感謝の気持ちを伝え
る会が開かれました。「お世話になりました。声をかけてくれるの
が嬉しかった」と児童から、
感謝の言葉と記念品を見守り
隊の方々に贈りました。
　互いに声を掛け合うことで、
登下校の安全以上に得られた
ものがある見守り隊の取り組
みでした。
（小野東小学校区　多鹿江利
子さん・佐同美香さん）

3/２６
埼玉県

3/１４
小野東小

3/4
商店街

見守り隊ありがとう会

お手前はいかがですか

　2012小野市成人式「夢人（ゆめ
んちゅ）～509通りの向かう先
あってもええやん～」が「第12回
成人式大賞」（新成人式研究会主
催・文部科学省後援）で、全国84
件の応募の中から、「成人式貢献
賞」（3年連続）に輝きました。
（入賞は9年連続）=表彰式は埼
玉県蕨市民会館で
　同賞は過去に成人式大賞を受
賞した自治体のうち、他の模範
となる高度な内容で、引き続き
発展・向上を続けている成人式に
贈られるものです。

山口さんに平成23年度「ゆずりは賞」
― 県教育委員会教育長表彰 ―

　ゆずりは賞は、学校教育や社会
教育の分野で、多くの人々の模範
となる立派な行為をされた方に贈
られます。

県立姫路聴覚特別支援学校
（高等部2年）※学年は受賞時
山口賢三さん（樫山町）

（第11回全国障害者スポーツ大会）
　陸上競技　800㍍　第1位
　陸上競技　立ち幅跳び   第1位

3年連続で
「成人式貢献賞」

思い出に残る成人式をあなたの
手で企画・運営してみませんか。
●対象　平成4年4月2日から　
　平成5年4月1日生まれの方
●募集人数　16人程度
●申し込み方法　5月17日㈭ま
　でに電話で下記へ申し込みく
　ださい。
●申し込み・問い合わせ先　
　いきいき社会創造課
　　　　　　　（☎63-2445）

2013成人式実行委員を募集

おいでませ！山口大会
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平成２３年中に生まれられたお子さんを紹介しています。
（毎年1月号に募集記事を掲載、2月に募集を締め切っています）

竹本　彩良ちゃん
一緒にお洒落して素敵な
姉妹になろうね
　　 　（姉　ひらりさん）

中町
1歳4か月

たけもと さら　ら

幸田　亜子ちゃん
妹と仲良く元気に育っ

て

ね
             （母　英里さん

）

大島町
1歳3か月

こう  だ あ　 こ

安居　茉那ちゃん
ゆみお姉ちゃんといつま
でも仲良くね
             （母　宏美さん）

上本町
1歳4か月

やす   い ま　 な

幸田　紗穂ちゃん
姉ちゃんと仲良く元気に
育ってね
　　　　 （父　一紀さん）

大島町
1歳3か月

こう  だ さ　 ほ

上田　悠太朗ちゃん
強くて優しい子になって
ね。
             （母　裕美さん）

育ヶ丘町
1歳3か月

うえ  だ ゆう  た   ろう

本郷　煌翔ちゃん
煌翔大好き♥優しくたくま
しい子に育ってね（^ _-）ー☆
　　　　　  （母　和希さん）

小田町
1歳3か月

ほん ごう きら  と

福田　瑛太ちゃん
お兄ちゃんと笑い合う姿に
癒されます
（父 丈二さん、　母 真由美さん）

育ヶ丘町
1歳3か月

ふく  だ えい  た 大西　舞ちゃん
生まれてきてくれてありがとう♡元気で優しい子に育ってね
　  （父 弘晃さん、　母 奈保さん）

市場町
1歳3か月おお にし まい

井上　昂河ちゃん
夢は大きくメジャーリー
ガー
（父 交平さん、　母 美穂さん）

大島町
1歳2か月

いの うえ こう  が

山崎　由貴ちゃん
いつもニコニコ由貴ちゃ
ん大好き♡
（姉 維子・未来さん　兄 煌太さん）

中町
1歳3か月

やま さき ゆ　 き

い　こ み　く こう  た
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身近な観光情報を発信

稚児谷（黍田町）

　先月号に続き、常光寺（下来住町）に関する伝説を紹介し

ます。

　常光寺が平氏によって放火されたとき（1183年）の混乱

ぶりを「略縁起」は伝えています。この時、寺にいた僧は逃

げることもできず、本尊を抱いて麓の川に飛び込んだと言

います。その50年後、漁夫の網に本尊が掛かり、引き上げ

られたことから、その場所を観音淵と呼ぶようになったと

伝えています。さらに、寺内にいた稚児が討たれた場所が

稚児谷、鞍置きの軍馬の死体を捨てた場所が鞍ヶ淵と伝え

ています。

　観音淵は漁夫が網を使って漁をするほどなので、加古川

にあった淵と考えられますが、観音淵も鞍ヶ淵も現在では

その場所がわかっていません。

　稚児谷は黍田町と下来住町の境界付近の谷で、下来住町

から黍田町へ行く市道に架かる「知子谷橋」がその場所を知

る手がかりになっています。

給食センターから
こんにちは

【材料】（4人分）

●ご飯…4杯  ●豚肉…160ｇ
●むきえび…130ｇ ●いか…130ｇ
●玉ねぎ…1個  ●にんじん…1/2本
●白菜…1/4個  ●サラダ油…適量
●干し椎茸…2枚（もどし汁100cc）
●塩・こしょう…少々 
●片栗粉…大さじ1.5

エネルギー　561kcal（1人分）

Ｍap

　中華丼は給食の大人気メニューです。季節の野菜（筍やさやえんどうなど）
を入れると彩りがよくなり、バリエーションが楽しめます。また麺にかけ
ると長崎皿うどんやチャンポンとしていただけます。野菜がたくさん食べ
られるおすすめメニューです。

Ａ Ａ

アーカイブス

現在の小野起生園の場所にあった頃の写真で
す。旧陸軍戦車隊の門柱の後ろに河合中学校
の門柱が見えています。この門柱は、今の河
合中学校の敷地に移築されています。

～寺内の稚児が討たれた場所～

知子谷橋

〜
選
者
会
で
受
賞
作
決
定
〜

■
第
４
回
詩
歌
文
学
賞
選
者
会

　
平
成
23
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中
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歌
、俳
句
、

詩
の
作
品
で
、
全
国
の
著
名
な
作
家
５
０
０

人
か
ら
推
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た
結
果
を
も
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に
、
４
人

の
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者
に
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、
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が
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し
ま
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。
東
京
で
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気
の
中
始
ま
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が
、
徐
々
に
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て
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感
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、
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大
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■
第
23
回
上
田
三
四
二
記
念
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
選
者
会

　
全
国
か
ら
投
稿
さ
れ
た
約
６
千
首
か
ら
、
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。
日
本

を
代
表
す
る
歌
人
２
人
が
、
全
て
の
歌
に
目
を
通
し
、
詠
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込
ま
れ
た
思

い
一
つ
ひ
と
つ
を
大
切
に
し
な
が
ら
丁
寧
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

懐かしいむかしの写真で
小野を振り返ってみませんか。

（昭和40年ごろ）  河合中学校

詳
し
く
は
特
集（
２
〜
５
ペ
ー
ジ
）

鍬渓神社

知子谷橋

稚児谷

加古川

JR加古川線
小野南中学校

中華スープの素…小さじ1
薄口しょう油…大さじ1
みりん…小さじ1

【つくり方】
❶豚肉といかは、食べやすい大
きさに切る。玉ねぎは1㌢幅
のくし切り、にんじんはい
ちょう切り、白菜は3㌢幅に
切る。干し椎茸は水でもどし
て千切りにし、もどし汁を
100ccとっておく。

❷フライパンに油を熱し、豚肉
を炒め、塩・こしょうする。
❸いか、えび、にんじん、玉ね
ぎ、干し椎茸の順に炒め、調
味料　 と椎茸のもどし汁を加え、煮る。

❹さらに白菜を加え、しんなりしたら、水溶き片栗粉を入れ、とろみをつける。
❺丼にご飯を入れ、上から❹をかけて、できあがり。

ち　ご　だに
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マツヨイグサ（昨年5月阿形町で撮影）

希望に胸ふくらませ、元気いっぱいの新1年生
市内で488人が小学校新1年生に（写真は大部小学校

＝4月10日）

くらしの掲示板
暮らしの情報
施設だより
相談窓口・うるおい交流館エクラ
学校だより（小野中）・保育所だより（下東条中央・白百合）
おの歴史散歩（小野から「大塩の乱」に参加 掘井儀三郎をしのぶ）
まちのわだい
ふれあいひろば

10
12
21
24
26
27
28
30

06
08

02叙情豊かに　感性磨く
第４回「小野市詩歌文学賞」 
第２３回上田三四二記念「小野市短歌フォーラム」   

最新トピックス
「福祉総合支援センター」オープン・人事異動ほか
小野市暴力団排除条例を制定ほか 

特集

健康カレンダー

当番病院カレンダー
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最新情報はhttp://www.onokato-med.or.jp/
休日救急当番医/平日時間外内科系救急当番医

◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。

各種相談【予約制】加東健康福祉事務所

北播磨小児科救急

当番病院は、消防署（☎63-0119）で確認してください。

※当番医は変更することがありますので、新聞、消防
テレフォンサービス（☎63-7119）または、消防署
（☎63-0119）で確認してください。

※小児（１５歳以下）は、事前に医療機関に問い合わせた
うえ受診してください。

曜　　　　　　日
第　1　土曜日

第　3　土曜日

第 2・4土曜日に続く日曜日

診 療 時 間

12：00～18：00
10：30～18：00
  9：00～17：00

●HIV（エイズ）抗体検査・肝炎ウイルス検査・相談（☎0795-42-9436）5月7日（月）・21日（月）13：30～14：30　※無料・匿名で受けられます
●専門栄養相談（食事療法が必要な方の相談）　　（☎0795-42-9365）6月1日（金）13：30～15：00
●こころのケア相談    　 　　　　　　　　　　 （☎0795-42-9367）5月24日（木）13：30～

診療時間
9：00～18：00 診療時間18：00～21：00（祝日は9：00～18：00）

日 月  火  水  木  金 土Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

7 8 96543

10

26/13130292827 June

262524232221

19181716151413

20

1211109876

54325/1 May

青 山 医 院
加東市吉井
0795-46-0321

赤羽目医院
加東市北野
0795-48-5058

岡田内科医院
市場町
62-7366

柏 木 医 院
船木町
67-0199

柏 木 医 院
船木町
67-0199

小島クリニック
王子町
64-2727

坂 本 医 院
加東市上中
0795-42-6660

松 尾 内 科
黒川町
64-0880

ますむら医院
加東市上滝野
0795-48-0704

ますむら医院
加東市上滝野
0795-48-0704

土 井 病 院
復井町
66-2119

土 井 病 院
復井町
66-2119

ひまわりクリニック
神明町
62-7209

曽 野 医 院
加東市東古瀬
0795-42-6299

田 渕 医 院
加東市新町
0795-48-0160

復井診療所
復井町
66-7318

東条診療所
加東市新定
0795-46-0048

福岡クリニック
神明町
63-1600

育が丘クリニック
樫山町
62-8112

兵庫青野原病院
南青野
66-2233

兵庫青野原病院
南青野
66-2233

吉 川 医 院
加東市社
0795-42-0105

依藤診療所
本町
63-0028

緑 駿 病 院
復井町
66-2020

加東市民病院

【内科】・【外科】
加東市民病院

　　加東市家原
0795-42-5511

加東市民病院

【内科】・【外科】
加東市民病院

　　加東市家原
0795-42-5511

【内科】

【外科】
黒川町　63-1080  

船木町　67-0199
柏木医院

北野整形外科・外科

【内科】

【外科】
神明町　63-1600 

南青野　66-2233 復井町　66-2020 
兵庫青野原病院

福岡クリニック

【内科】

【外科】
中町　63-2020 

  加東市東古瀬
0795-42-6299

曽野医院

小野市民病院

【内科】

【外科】
中町 63-2020

  加東市北野
0795-48-5058

赤羽目医院

小野市民病院

【内科】

【外科】
    加東市社
0795-40-0202

緑駿病院

ふるもとクリニック

【外科】

【内科】
中町　63-2020

加東市民病院

小野市民病院

　　加東市家原
0795-42-5511

予防接種・健康診査・教室など（保健センター ☎63-3977）

※教室には、開始時刻までにお越しください。　◯各教室・健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。

7か月児教室
未来のパパママ教室

2歳児教室

5月9・16・23・30日
内　　　容 対　　　　　　　象 日　　　程 会　場 時　　間

生後3か月～90か月（7歳半）未満
平成24年  1月生まれの乳児
平成22年10月生まれの幼児
平成22年11月生まれの幼児
平成21年  3月生まれの幼児
平成21年  4月生まれの幼児

出産予定日が平成24年7・8・9月の方
平成23年10月生まれの乳児
平成22年  5月生まれの幼児

ねこの引き取り

母子健康手帳交付

13：00～14：30

受付時間13：30～14：30

10：00～11：15※
9：30～11：30※

9：30～11：00※

9：00～16：30　

4か月児健康診査
ポリオ予防接種

3歳児健康診査

1歳6か月児健康診査
健
康
診
査

教 

室

平日、窓口で行います。妊娠届出書（または妊娠連絡票）と印かんを持参
ください。妊婦健康診査助成券（上限75,000円分）をお渡しします。

月1回実施します。引き取りを希望される方は、健康課（☎63-3977）へご連絡ください。

保健センター

健康課窓口

5月 28日（月）
5月   7日（月）
6月   4日（月）
5月   8日（火）
6月 12日（火）
5月 18日（金）
5月 17日（木）
5月 22日（火）

まつい子どもクリニック
敷地町
63-7366

育が丘クリニック
樫山町
62-8112

清水内科クリニック
敷地町
62-1005

神 医院
加東市森
0795-47-0144

つぼた小児科医院
西本町
62-2752

篠 原 医 院
粟生町
65-2810

松本小児科医院
加東市社
0795-42-5105

東条診療所
加東市新定
0795-46-0048

【内科】

【外科】
中町　63-2020 

本町　63-0028 
依藤診療所

小野市民病院




